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問
題
の
所
在（

１
）

　

一
三
世
紀
前
半
以
降
イ
ベ
リ
ア
半
島
南
部
諸
地
域
で
は
、
キ
リ
ス
ト

教
諸
国
家
に
よ
る
ア
ン
ダ
ル
ス
（
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ス
ペ
イ
ン
）
の
征
服

活
動
が
大
規
模
に
展
開
す
る
な
か
で
、
征
服
地
の
分
配
内
容
を
網
羅
的

か
つ
系
統
的
に
ま
と
め
た
目
録
・
台
帳
形
式
の
記
録
が
編
纂
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
一
般
に
「
分
配
記
録
」（Llibre del 

Repartim
ent

）
と
総
称
さ
れ
、
か
ね
て
征
服
＝
入
植
運
動
の
一
連
の

プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
重
要
な
情
報
源
の
ひ
と
つ
と
し
て

お
お
い
に
利
用
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
そ
の
う
ち
最
も
早
期
の
記
録
が
、

一
二
二
九
年
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
に
よ
る
マ

デ
ィ
ー
ナ
・
マ
ユ
ル
カ
（
征
服
後
シ
ウ
タ
ッ
ト
・
ダ
・
マ
リ
ョ
ル
カ
、

現
パ
ル
マ
）
攻
略
を
き
っ
か
け
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
下
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
徒
支
配
下
へ
と
編
入
さ
れ
た
マ
リ
ョ
ル
カ
の
、
通
称
『
マ
リ
ョ
ル

一
三
世
紀
マ
リ
ョ
ル
カ
征
服
と
『
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』

久　
　

納　
　
　

早　
　

智

カ
分
配
記
録
』（Llibre del Repartim

ent de M
allorca

）
で
あ
る
。

当
該
史
料
に
は
、
一
方
で
は
王
権
固
有
の
財
産
目
録
と
し
て
王
領
地
に

お
け
る
土
地
財
産
の
分
配
内
容
が
記
録
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は

征
服
直
後
に
決
定
さ
れ
た
分
割
の
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
、
国
王
と
四
人

の
聖
俗
貴
族
（
ル
サ
リ
ョ
伯
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
、

ア
ン
プ
リ
ア
ス
伯
、
ベ
ア
ル
ン
副
伯
）
を
代
表
者
と
し
て
決
定
さ
れ
た

全
島
の
分
割
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
該
史
料
は
従

来
、
あ
く
ま
で
も
国
王
と
聖
俗
貴
族
を
筆
頭
に
、
征
服
参
加
者
の
あ
い

だ
で
征
服
地
の
分
割
・
分
配
の
枠
組
み
を
系
統
的
に
決
定
し
、
そ
の
内

容
を
実
際
の
領
有
に
関
係
な
く
記
録
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た（

３
）。

　

む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
特
徴
は
同
時
に
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』

が
そ
の
後
の
分
配
・
入
植
活
動
に
先
立
つ
最
初
期
の
計
画
化
さ
れ
た
情

報
を
記
録
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
実

際
、
征
服
後
の
マ
リ
ョ
ル
カ
で
は
、
第
一
の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
国
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産
の
数
量
な
ど
、
統
計
学
的
な
観
点
か
ら
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
写
本
そ
の
も
の
が
個
別
の
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
ら
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の

そ
れ
ぞ
れ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
い
か
に
し
て
生
成
し
た
か
、
各
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
が
い
か
な
る
連
関
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
、
当
該
史
料
そ

の
も
の
の
生
成
過
程
を
問
う
研
究
は
従
来
お
よ
そ
皆
無
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

筆
者
は
前
稿
で
、
こ
の
問
題
を
同
時
代
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
み

ら
れ
る
目
録
系
史
料
一
般
の
発
展
の
問
題
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
体
裁

面
や
情
報
面
で
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ

ビ
ア
語
版
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
裁
、
構
成
・

配
列
、
記
述
内
容
に
そ
く
し
て
テ
ク
ス
ト
生
成
論
的
に
考
察
し
た
。
そ

こ
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
次
の
点
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、各
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
、
各
テ
ク
ス
ト
、
各
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
そ
の
編

纂
方
法
で
重
点
が
置
か
れ
た
の
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
現
状
に
そ

く
し
て
新
し
い
情
報
に
更
新
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
征
服

直
後
に
遡
る
情
報
を
、
先
行
す
る
書
か
れ
た
も
の
を
基
礎
に
集
積
・
網

羅
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
あ
る
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
は
、
情
報
が
ど
れ
ほ
ど
重
複
し
て
い
よ

う
と
も
、分
類
基
準
が
異
な
っ
て
い
た
り
、作
成
さ
れ
た
背
景
が
異
な
っ

て
い
た
り
す
る
よ
う
な
記
録
を
す
べ
て
集
成
す
る
よ
う
な
形
式
を
と
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
征
服
後
の
土
地
財
産
を
め
ぐ
る
貴
族
と
の

紛
争
を
背
景
に
、
国
王
ま
た
は
征
服
後
マ
リ
ョ
ル
カ
統
治
を
任
さ
れ
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
自
身
の
権
利
の
正
当
性
を
確
保
す
る
こ
と

王
や
大
貴
族
ら
が
つ
い
ぞ
定
着
し
な
い
、
い
わ
ば
不
在
地
主
の
状
態
が

も
っ
ぱ
ら
で
あ
り
、
入
植
と
土
地
経
営
を
実
質
的
に
統
率
し
た
の
は
、

彼
ら
か
ら
永
代
貸
借
ま
た
は
自
有
地
の
形
式
で
土
地
を
賦
与
さ
れ
た
商

人
や
騎
士
か
ら
な
る
中
間
層
の
家
族
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た（

４
）。
さ
ら
に
、

当
該
史
料
に
反
映
さ
れ
た
分
配
シ
ス
テ
ム
自
体
も
、
一
二
三
五
年
以
降

の
マ
リ
ョ
ル
カ
司
教
座
の
確
立
に
よ
る
あ
ら
た
な
領
主
支
配
の
枠
組
み

の
創
出
や
、
一
二
四
一
年
の
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
死
と
王
権
に
よ
る
彼
の

所
領
の
接
収
に
と
も
な
っ
て
急
速
な
変
化
を
被
っ
て
い
る（

５
）。そ
れ
ゆ
え
、

通
時
的
な
検
討
に
利
用
す
る
に
は
史
料
そ
の
も
の
の
限
界
が
指
摘
さ
れ

る
の
も
致
し
方
な
い
の
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
が
編

纂
年
代
、
使
用
言
語
、
体
裁
、
情
報
量
の
異
な
る
複
数
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
で
構
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
大
き
く
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
二
三
二
年
編
纂
の
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
、
一
二
六
九
年
編
纂

の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
、
一
四
世
紀
以
降
に
編
纂
さ
れ
た
三
つ
の
ラ
テ

ン
語
版
で
あ
る（

６
）。
こ
の
う
ち
最
初
期
の
記
録
と
想
定
さ
れ
る
ラ
テ
ン
語

＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
は
、
異
な
る
内
容
か
ら
な
る
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
と

ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
と
が
一
つ
の
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
翻
訳
事
業
へ
の
関
心
と
と
も
に
豊
富
な
研
究
成
果
に

恵
ま
れ
て
い
る（

７
）。
他
方
、
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
と
情
報
が
一
部

重
複
し
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
情
報
が
膨
大
に
追
加
さ
れ
た
二
つ

の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
（capbreu

財
産
目
録
）
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
す
る
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
語
版
と
ラ
テ
ン
語
版
に
か
ん
し
て
は
、
記
録
さ
れ
た
土
地
財
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た
機
能
を
あ
ら
た
め
て
包
括
的
に
検
討
し
た
い
。

一　

マ
リ
ョ
ル
カ
征
服
と
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
土
地
財
産

　

ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
は
一
一
九
〇
〜
九
五
年
ご
ろ
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
伯
ラ

モ
ン
・
バ
ラ
ン
ゲ
ー
四
世
と
ア
ラ
ゴ
ン
王
女
ペ
ト
ロ
ニ
ー
ラ
（
ア
ラ
ゴ

ン
国
王
ラ
ミ
ー
ロ
二
世
の
娘
）
と
の
三
番
目
の
息
子
に
あ
た
る
サ
ン
ス

と
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
貴
族
ラ
ラ
家
の
サ
ン
チ
ャ
・
ヌ
ニ
ェ
ス
と
の
間

に
生
ま
れ
た
傍
系
の
王
族
出
身
者
で
あ
る（

９
）。
彼
は
マ
リ
ョ
ル
カ
遠
征
が

正
式
に
決
定
さ
れ
た
一
二
二
八
年
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
コ
ル
ツ（Corts 

議
会
）
と
翌
年
の
タ
ラ
ゴ
ー
ナ
の
コ
ル
ツ
で
、
自
身
の
遠
征
参
加
と

一
〇
〇
の
重
装
騎
士
の
供
出
を
宣
言
し（

（1
（

、
一
二
二
九
年
一
二
月
の
マ

デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
、
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
に
加
え
て
、
最
も
多
く
の
騎

兵
を
供
出
し
た
四
人
の
聖
俗
貴
族
の
ひ
と
り
と
し
て
征
服
地
分
割
の
代

表
者
と
な
っ
た（

（1
（

。
も
っ
と
も
、
分
割
内
容
が
記
録
さ
れ
た
『
マ
リ
ョ
ル

カ
分
配
記
録
』
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト

で
は
、
都
市
、
そ
の
近
郊
か
ら
な
る
都
市
領
域
、
農
村
領
域
の
三
つ
を

そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
た
う
え
で
、
国
王
が
全
体
の
二
分
の
一
を
留
保
す
る

こ
と
、
ほ
か
四
人
の
聖
俗
貴
族
に
は
残
り
の
半
分
が
割
り
当
て
ら
れ
、

各
人
が
全
体
の
八
分
の
一
を
所
有
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
農
村
領
域
に
か
ん
し
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
領
域
区
分
で
あ

る
一
二
ま
た
は
一
三
の
ジ
ュ
ズ（juz

）（
（1
（

に
従
っ
た
分
割
が
お
こ
な
わ
れ
、

ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
に
は
北
西
部
の
ブ
ニ
ュ
ラ
＝
ム
ー
ス
ー
と
南
東
部
の
マ

ナ
ク
ー
ル
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
【
図
一
】。

と
無
関
係
で
は
な
い
。
つ
ま
り
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
は
、
征
服

後
の
分
配
シ
ス
テ
ム
を
確
定
し
、
王
権
自
ら
の
土
地
財
産
を
記
録
・
管

理
す
る
と
い
う
実
務
的
な
側
面
は
も
と
よ
り
、
い
か
な
る
時
間
が
過
ぎ

よ
う
と
も
つ
ね
に
土
地
所
有
の
法
的
根
拠
と
し
て
永
続
化
が
図
ら
れ

た
、
理
念
的
な
い
し
象
徴
的
な
側
面
を
も
同
時
に
備
え
た
史
料
な
の
で

あ
っ
て
、
時
間
の
経
過
に
と
も
な
う
実
態
と
の
乖
離
は
か
な
ら
ず
し
も

強
調
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る（

８
）。

　

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
二
つ

の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
ル
サ
リ
ョ
伯
ヌ
ノ
・
サ
ン

ス
の
財
産
目
録
、
通
称
『
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』（
以

下
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』）
を
対
象
に
同
様
の
作
業
を
お
こ
な
い
た
い
。

と
い
う
の
も
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
は
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』

の
中
核
を
な
す
ア
ル
ケ
リ
ア（alquería 

イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
農
村
集
落
）

と
ラ
ハ
ル
（rahal 

有
力
者
の
私
有
地
）
の
網
羅
的
な
記
録
と
類
似
の

目
録
と
、分
配
さ
れ
る
土
地
財
産
の
分
量
に
か
か
わ
る
カ
バ
レ
リ
ア（
騎

士
封
）
の
数
値
の
目
録
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
形
式
の
類
似
性
か
ら

研
究
史
上
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
と
並
ん
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
か
ら
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
一
二
四
一
年
に
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス

が
亡
く
な
っ
た
後
、
彼
が
所
有
し
て
い
た
島
内
の
財
産
は
す
べ
て
王
権

に
接
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
は
ま
さ
し
く

そ
の
際
に
王
権
側
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
こ
れ
ま
で
の
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
所
見
を
ふ
ま
え
な
が

ら
当
該
史
料
の
生
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
征
服
後
に
王
権

主
導
で
編
纂
さ
れ
た
財
産
目
録
の
生
成
の
要
因
と
編
纂
時
に
求
め
ら
れ
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こ
の
分
割
の
割
合
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
が
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分

配
記
録
』『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
双
方
の
史
料
に
記
録
さ
れ
た
カ
バ
レ

リ
ア
の
数
値
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
、
一
見
す
る
と
征
服
参
加
者
ら
に

よ
っ
て
征
服
当
初
か
ら
供
出
さ
れ
た
騎
兵
や
歩
兵
の
数
と
関
係
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
厳
密
に
は
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
に
彼
ら
が
島
に
駐

留
さ
せ
る
と
約
束
し
た
騎
兵
の
数
を
基
準
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
実
際
、
記
録
さ
れ
た
カ
バ
レ
リ
ア
の
合
計
値
は
お
お
よ
そ

一
三
〇
〇
〇
で
あ
り
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ

ビ
ア
語
版
の
目
録
内
で
は
「
そ
れ
ぞ
れ
一
三
〇
カ
バ
レ
リ
ア
に
つ
き
一

騎
を
負
う
（pro singulis .CX

X
X

. caballarias debetur m
iles 

unus

）」
と
い
う
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
王
権
は
全
体
で

一
〇
〇
の
騎
兵
の
配
備
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、

五
人
を
代
表
と
す
る
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
合
計
値
の
割
合

が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
に
記
さ
れ
た
先
の
分
割
の
割
合
と
お
お
む

ね
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
数
値
の
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
よ
う

に
想
定
さ
れ
る
。
第
一
に
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
直
後
に
国
王
と
四
人
の

代
表
者
の
あ
い
だ
で
征
服
地
分
割
の
割
合
が
確
定
し
、
そ
れ
に
従
っ
て

全
体
で
一
〇
〇
の
騎
兵
を
備
え
る
た
め
の
先
の
等
式
が
確
立
す
る
。
こ

こ
か
ら
、
残
り
の
貴
族
や
都
市
共
同
体
が
ど
の
代
表
者
の
グ
ル
ー
プ
に

属
す
る
か
が
段
階
的
に
決
定
さ
れ
、
最
終
的
に
各
人
が
供
出
す
る
と
し

た
騎
兵
の
数
を
も
と
に
、
賦
与
さ
れ
る
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
が
決
定
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
は
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』

で
は
単
体
で
一
八
七
四
（
お
よ
び
供
出
す
る
騎
兵
の
数
と
し
て

図１　『ラメンブランサ』における領域区分
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ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
亡
く
な
っ
た
正
確
な
期
日
は
定
か
で
は
な
い
が
、

同
人
の
遺
言
書
の
作
成
期
日
で
あ
る
一
二
四
一
年
一
二
月
一
七
日
か

ら
、
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
の
遺
言
書
が
作
成
さ
れ
た
一
二
四
二
年
一
月
二
〇

日
ま
で
の
間
と
想
定
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
一
二
四
二
年
二
月
二
五
日
に
は
、

国
王
が
か
つ
て
の
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
領
に
お
け
る
売
買
文
書
や
施
療

院
の
創
建
文
書
を
ま
と
め
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
編
纂
を
命
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
も（

（1
（

、
遅
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
に
は
彼
の
財
産
が
王
権
の
管

理
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ジ
ャ
ウ
マ
一
世
に
よ
る
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
領
買
収
以
後（

（2
（

、
島
内
の

財
政
整
備
は
本
格
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
も
っ
と
も
、

一
二
三
一
年
九
月
以
来
名
目
上
の
マ
リ
ョ
ル
カ
の
統
治
者
で
あ
っ
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
王
太
子
ペ
ド
ロ
に
よ
っ
て
、
一
二
四
〇
年
代
は
じ
め
か
ら
す

で
に
農
村
部
の
バ
イ
リ
ア
（
バ
イ
リ
ウ
ス
管
区
）
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
が
、
一
二
四
四
年
に
彼
の
マ
リ
ョ
ル
カ
に
お
け
る
諸
権
利
が
国

王
に
返
還
さ
れ
た
こ
と
で
、
国
王
自
ら
に
よ
る
マ
リ
ョ
ル
カ
の
直
接
統

治
と
財
産
管
理
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
王
権
に
よ
る

ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
領
の
買
収
は
、
そ
の
最
初
の
契
機
と
い
う
べ
き
で

あ
り
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
生
成
も
こ
う
し
た
背
景
と
お
よ
そ
無

関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

二　

体
裁
と
伝
来
状
況

　
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
は
、
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
文
書
館
国
王
文
書

庫
雑
分
類
（V

aria de Cancillería

）
の
四
五
五
番
と
し
て
登
録
さ
れ

一
四
・
五
）
と
記
録
さ
れ
る
一
方
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
ヌ
ノ
・

サ
ン
ス
自
身
の
取
り
分
と
し
て
の
一
五
九
五
・
五
と
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ

司
教
の
グ
ル
ー
プ
の
一
成
員
と
し
て
の
二
七
九
と
の
二
種
類
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
実
際
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
は
四
人
の
代
表
者
の
う
ち
唯
一
、

個
人
の
み
で
全
体
の
八
分
の
一
に
相
当
す
る
カ
バ
レ
リ
ア
（
お
よ
そ

一
六
〇
〇
）
が
賦
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
値
の
決
定
は
他
の
代
表
者

よ
り
も
早
期
に
決
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
マ
デ
ィ
ー

ナ
攻
略
ま
も
な
い
段
階
の
記
録
に
相
当
す
る『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』

ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
で
は
、
す
で
に
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
の
所
領
に

お
け
る
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
取
り
分
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（1
（

、
バ

ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
か
ら
受
け
取
っ
た
二
七
九
カ
バ
レ
リ
ア
も
、
ヌ
ノ
・

サ
ン
ス
自
身
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
決
定
さ
れ
た
も

の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
は
一
二
三
一
年
か
ら
自
ら
が
獲

得
し
た
土
地
財
産
を
複
数
の
家
士
と
修
道
院
に
分
配
し
て
い
る
。だ
が
、

こ
の
時
期
は
依
然
と
し
て
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
領
を
含
む
全
島
征
服
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
彼
の
所
領
に
含
ま
れ
る
南
東
部
フ
ェ
ラ

ニ
チ
の
城
塞
に
は
、
一
二
三
二
年
五
～
八
月
の
第
三
回
遠
征
時
ま
で
サ

ラ
セ
ン
人
（
ム
ス
リ
ム
）
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
実

際
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
シ
ウ
タ
ッ
ト
の
土
地
財
産
に
か
ん
す
る
贈
与
と

入
植
の
内
容
を
ま
と
め
た
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
（
一
三
〇
四
年
編
纂（

（1
（

）
の
最
初

の
証
書
の
日
付
が
一
二
三
二
年
七
月
二
八
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
彼

の
所
領
で
体
系
的
に
分
配
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の

期
日
以
降
と
想
定
さ
れ
る（

（1
（

。
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二
一
）
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
持
ち
出
さ
れ
た
証
書
の
大

半
は
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
や
ナ
バ
ー
ラ
国
王
、
さ
ら
に
か
つ
て
の

バ
レ
ン
シ
ア
国
王
ア
ブ
ー
・
ザ
イ
ド
と
の
外
交
協
定
に
か
か
わ
る
文
書

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
重
要
な
証
書
群
が
同
修
道
院
に

保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
コ
ピ
ー
か

と
い
う
問
題
を
含
め
、
一
連
の
記
述
が
い
か
な
る
時
系
列
で
書
き
留
め

ら
れ
た
か
は
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
が
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
が
こ

の
記
録
と
併
せ
て
伝
来
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン

サ
』
の
現
写
本
な
い
し
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・

シ
ヘ
ナ
修
道
院
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

実
際
、
一
三
二
八
年
以
前
に
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
支
部
で

作
成
さ
れ
た
も
の
と
お
ぼ
し
い
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
シ
ヘ
ナ
修

道
院
保
管
の
書
冊
目
録
の
な
か
で
、
す
で
に
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
と

先
の
一
連
の
持
ち
出
し
記
録
が
一
つ
の
書
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と

説
明
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
な
お
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
シ
ヘ
ナ
修
道
院

に
保
管
さ
れ
た
文
書
群
は
、
一
三
〇
八
年
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
国
王

ジ
ャ
ウ
マ
二
世
に
よ
っ
て
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
に
あ
ら
た
に
建
設
さ
れ
た
王

国
文
書
館
に
す
べ
て
移
管
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
れ
ゆ
え
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン

サ
』
を
含
む
書
冊
は
、
書
体
が
示
す
と
お
り
、
移
管
以
前
の
一
三
世
紀

後
半
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
作
成
さ
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う（

（2
（

。

　

問
題
と
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
成
期
日
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
か
か

わ
る
い
か
な
る
記
述
も
存
在
し
な
い
。
だ
が
、先
述
の
よ
う
に
、ヌ
ノ
・

サ
ン
ス
の
死
亡
直
後
、
一
二
四
二
年
二
月
に
国
王
が
彼
の
証
書
を
網
羅

て
い
る（

（2
（

。現
存
す
る
写
本
の
体
裁
は
二
〇
〇
×
一
五
〇
ミ
リ
の
紙
製
で
、

五
枚
綴
り
の
折
丁
三
つ
か
ら
な
る
全
三
〇
葉
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
本
稿
で
扱
う
目
録
は
、
一
葉
表
～
二
〇
葉
表
に
該
当
す
る
。
作

成
期
日
に
か
か
わ
る
文
言
は
い
か
な
る
箇
所
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

各
ペ
ー
ジ
の
行
数
は
基
本
的
に
一
七
行
で
固
定
さ
れ
て
い
て
、
部
分
的

に
セ
ク
シ
ョ
ン
区
分
を
可
視
化
す
る
段
落
標
が
付
さ
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
全
体
と
し
て
各
項
目
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
整
然
と
書
き
連
ね
ら

れ
て
い
る
。
書
体
は
一
三
世
紀
後
半
〜
一
四
世
紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
草
書
体

で
、
使
用
言
語
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
で
あ
る
。
筆
跡
か
ら
は
少
な
く
と

も
二
名
以
上
の
コ
ピ
ス
ト
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

同
一
の
筆
跡
に
よ
る
誤
字
・
脱
字
の
修
正
が
数
多
く
み
ら
れ
る
う
え
に
、

文
字
列
の
な
か
に
一
字
ま
た
は
一
単
語
相
当
の
空
欄
が
設
け
ら
れ
て
い

る
箇
所
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
特
徴
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
な
る
テ
ク
ス
ト
が
ま
ず
存
在
し
、
そ
れ
を
書
き
写
す
際
に
生
じ
た

も
の
と
解
釈
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う（

（2
（

。

　

本
稿
で
は
主
た
る
考
察
の
対
象
で
は
な
い
が
、
二
〇
葉
裏
か
ら
二
四

葉
裏
ま
で
の
内
容
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と

い
う
の
も
、
当
該
箇
所
は
一
三
世
紀
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
の
国
王
文
書

庫
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
シ
ヘ
ナ
修

道
院
に
か
か
わ
る
記
録
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。す
な
わ
ち
、

こ
こ
に
は
、
一
二
五
五
年
か
ら
一
二
七
二
年
ま
で
に
国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一

世
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
書
記
ま
た
は
聖
職
者
が
、
同
修
道
院
の
文
書

庫
か
ら
必
要
な
証
書
ま
た
は
そ
の
コ
ピ
ー
を
修
道
院
長
の
面
前
で
引
き

出
し
、
国
王
の
も
と
へ
送
達
し
た
こ
と
を
示
す
一
連
の
記
述
（
計
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一
つ
の
記
録
を
な
す
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
α
）
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

①
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
征
服
後
に
報
酬
と
し
て
獲
得
し
た
領
域
に
属
す
る

ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
、
粉
挽
水
車
（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
、
Ｂ
、
Ｅ
）、

②
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
の
取
り
分
か
ら
分
与
さ
れ
た
二
七
九
カ
バ
レ
リ

ア
分
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
、
粉
挽
水
車
（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｃ
、
Ｄ
）、

③
国
王
麾
下
の
グ
ル
ー
プ
で
土
地
を
分
配
さ
れ
た
騎
士
ら
か
ら
、
購
入

や
交
換
を
介
し
て
獲
得
し
た
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｆ
、

Ｇ
、
Ｈ
）
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
具
体
的
に
い
つ
の

段
階
の
も
の
で
あ
る
か
を
、
セ
ク
シ
ョ
ン
構
成
、
使
用
さ
れ
る
領
域
区

分
、
地
名
の
配
列
の
観
点
か
ら
検
討
し
よ
う
。

（
一
）　

領
域
区
分

　

ま
ず
、
征
服
の
報
酬
と
し
て
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
獲
得
し
た
財
産
に
つ

い
て
み
て
い
こ
う
。
こ
れ
に
は
、
①
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
征
服
後
の
報
酬

と
し
て
個
人
で
得
た
財
産
の
記
録
と
、
②
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
の
取
り

分
の
な
か
で
得
た
二
七
九
カ
バ
レ
リ
ア
分
の
財
産
の
記
録
が
該
当
す

る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
リ
ス
ト
内
で
か
な
ら
ず
し
も
き
れ
い
に
分
か
た

れ
て
い
な
い
。
な
か
で
も
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｅ
は
性
格
的
に
①
に
含
ま
れ
る

も
の
の
、
史
料
上
で
は
②
の
後
ろ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
意
図
的

に
切
り
離
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
セ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
そ
の
題
辞
「
分
割
す
べ
き
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
土
地
に
あ
る
ア
ル
ケ
リ

ア
と
ジ
ョ
バ
ー
ダ
の
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
」
と
し
て
、
セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
と

同
じ
く
「
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
」
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ

し
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
編
纂
を
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
ラ
メ
ン

ブ
ラ
ン
サ
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
一
般
に
一
二
四
一
年
末
ま
た
は

一
二
四
二
年
初
頭
、
王
権
が
彼
の
財
産
を
獲
得
す
る
際
に
作
成
さ
れ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
実
際
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
が
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
・
デ
・
シ
ヘ
ナ
修
道
院
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
編
纂
主
体
が
王
権
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
け
れ
ど

も
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
土
地
財
産
の
目
録
に
か
ん
し
て
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
、一
二
三
〇
年
代
の
証
書
と
の
連
関
が
す
で
に
み
ら
れ
る
か
ら
、

さ
ら
に
時
間
的
に
遡
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
す
な
わ
ち
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
存

命
中
に
す
で
に
作
成
し
て
い
た
目
録
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
、
そ
の
生
成
過
程
に
複
数
の
時
間

層
が
伴
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
所
見
を
ふ
ま
え
て
、
以
下

で
は
あ
ら
た
め
て
そ
の
編
纂
手
法
を
読
み
解
き
、
史
料
に
内
在
す
る
具

体
的
な
時
間
層
と
作
成
の
諸
段
階
に
お
け
る
編
纂
主
体
の
意
識
を
解
明

し
よ
う
。三　

ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
財
産
目
録

　
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
は
全
体
と
し
て
大
き
く
異
な
る
二
つ
の
記
録

に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
α
）
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
所
有
し
た
土

地
財
産
の
目
録
と
（
β
）
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
で
あ
る
【
表
一
】。
と
く

に
前
者
に
か
ん
し
て
は
そ
の
末
尾
に
、
記
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
ア
ル
ケ

リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
総
数
と
、
ジ
ョ
バ
ー
ダ
を
単
位
と
す
る
そ
れ
ら
の
面

積
値（

（2
（

、
粉
挽
水
車
の
総
数
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
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ラ
ー
ム
期
に
は
マ
ナ
ク
ー
ル
の
ジ
ュ
ズ
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
当
時
か

ら
す
で
に
フ
ェ
ラ
ニ
チ
に
相
当
す
る
固
有
の
空
間
は
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
し
く
現
在
の
フ
ェ
ラ
ニ
チ
中
心
部
に
同
定
さ
れ
る

地
点
（
厳
密
に
は
現
在
エ
ス
・
シ
ッ
ジ
ャ
の
名
で
知
ら
れ
る
丘
）
に
定

住
地
を
設
け
た
ベ
ル
ベ
ル
人
氏
族
バ
ヌ
ー
・
フ
ラ
ー
ニ
ク
（Banū 

Frānik

）
が
そ
の
名
称
の
由
来
で
あ
り
、
こ
こ
を
中
心
に
「
フ
ェ
ラ
ニ

チ
の
領
域
」
が
形
成
さ
れ
た
。
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
村
域
を
対
象
に
水
利
考

古
学
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
ミ
ケ
ル
・
バ
ル
セ
ロ
と
へ
レ
ー
ナ
・
キ
ル

ヒ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
当
該
空
間
に
は
基
本
的
に
放
牧
地
が
広
が
っ
て
い

る
も
の
の
、
同
氏
族
の
定
住
地
で
あ
る
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
ア
ル
ケ
リ
ア
を

中
心
に
周
囲
二
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
空
間
に
水
を
運
ぶ
こ
と
の
で
き

る
灌
漑
水
路
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
中
小

規
模
灌
漑
の
知
識
と
技
術
を
も
と
も
と
備
え
て
い
た
バ
ヌ
ー
・
フ
ラ
ー

ニ
ク
は
、
水
の
湧
出
点
に
近
い
場
所
に
自
ら
の
定
住
地
を
設
け
て
周
囲

に
水
路
を
設
置
し
、
他
の
氏
族
共
同
体
が
こ
れ
に
沿
う
よ
う
に
し
て
定

着
し
た
と
い
う
の
で
あ
る（

（3
（

。
さ
ら
に
一
二
世
紀
の
地
理
学
者
イ
ド
リ
ー

シ
ー
が
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
か
ら
三
六
マ
イ
ル
（
お
よ
そ
四
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
の
地
点
に
「
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
城
塞
（ḥi ṣn

）」
が
存
在
し
、
そ
の

名
称
が
同
氏
族
に
由
来
す
る
と
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
セ
ロ

と
キ
ル
ヒ
ナ
ー
は
、
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
城
塞
が
「
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
」

に
定
着
し
た
氏
族
共
同
体
の
避
難
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
想
定

し
、
南
東
部
の
領
域
形
成
に
お
け
る
同
氏
族
の
多
大
な
影
響
力
を
強
調

し
て
い
る（

（3
（

。

　

こ
う
し
た
所
見
は
南
東
部
一
帯
が
イ
ス
ラ
ー
ム
期
ジ
ュ
ズ
の
単
位
と

も
「
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
」
と
は
、
本
来
「
目
録
」「
覚
書
」
を
意
味
す

る
略
式
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
で
あ
る
。
実
際
、
当
該
史
料
は
『
マ
リ
ョ

ル
カ
分
配
記
録
』
と
異
な
り
受
益
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ア

ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
区
別
も
曖
昧
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
簡
素
な
形

式
が
と
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
同
様
に
「
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
」
の
用
語
を
使
っ

た
同
時
代
の
目
録
と
し
て
は
、
一
二
四
五
年
に
マ
リ
ョ
ル
カ
の
バ
イ
リ

ウ
ス
（
国
王
役
人
）、
シ
モ
ン
・
ブ
ラ
ス
コ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
年

間
支
出
の
帳
簿
が
知
ら
れ
て
い
る
。
当
該
史
料
を
網
羅
的
に
考
察
し
た

パ
ブ
ロ
・
カ
テ
ウ
ラ
・
ベ
ナ
セ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
ラ
メ
ン
ブ

ラ
ン
サ
」
は
多
種
多
様
な
支
払
い
の
情
報
を
グ
ル
ー
プ
化
す
る
た
め
の

形
式
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
公
式
的
な
い

し
体
系
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う（

（3
（

。
だ
が
、
こ
の
用
語
が
用
い
ら
れ

る
場
合
、
つ
ね
に
あ
ら
た
な
年
代
が
付
さ
れ
て
い
た
り
、
ペ
ー
ジ
が
変

更
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
作
成
時
に
異

な
る
文
脈
な
い
し
分
類
の
意
図
が
伴
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う（
（3
（

。
と
な
れ
ば
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｅ
に
も
、
こ

こ
を
境
に
そ
れ
ま
で
の
記
録
と
の
区
別
を
試
み
よ
う
と
す
る
編
纂
者
の

意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
意
図
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。セ
ク
シ
ョ
ン
Ｅ
で「
分

割
す
べ
き
（rom
as a partir

）」
と
さ
れ
る
「
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域

（terra de Falanis

）」
に
注
目
し
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
記
さ

れ
た
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
「
領
域
（
テ
ッ
ラ
）」
と
は
、現
在
の
フ
ェ
ラ
ニ
チ
、

カ
ン
プ
ス
、
プ
レ
ラ
ス
、
セ
ス
・
サ
リ
ー
ナ
ス
、
サ
ン
タ
ニ
ィ
の
村
域

に
相
当
す
る
島
の
南
東
部
一
帯
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
イ
ス
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た
か
（
王
権
に
よ
る
作
成
時
か
、
ま
た
は
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
存
命
中
か
）

を
判
断
す
る
に
は
、「
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
」
の
下
位
の
領
域
と
し
て

分
け
ら
れ
た
三
つ
の
空
間
、
す
な
わ
ち
カ
ン
プ
ス
（term

inal de 
Canpos con la paret

）、ア
デ
ィ
ア（part d

�adia

）、カ
ソ
ル（partida 

de Caçor

）
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、

一
二
三
二
年
か
ら
証
書
で
言
及
さ
れ
る
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
は
、
一
三

世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
段
階
的
に
複
数
の
領
域
に
分
か
た
れ
る

こ
と
と
な
る
。
と
く
に
「
領
域
（term

es

）」
の
用
語
と
並
ん
で
表
わ

さ
れ
た
り
、
バ
イ
リ
ア
と
の
関
係
で
は
じ
め
て
独
立
し
て
言
及
さ
れ
た

り
す
る
場
合（

（3
（

、
次
の
よ
う
な
領
域
の
分
化
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
二
三
六
年
に
カ
ン
プ
ス
の
領
域（

（3
（

、
一
二
五
二
年
六
月
に
プ
レ
ラ
ス
の

領
域（

（4
（

、
一
二
五
九
年
に
サ
ン
タ
ニ
ィ
の
領
域（

（4
（

が
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
領

域
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
ふ
ま
え
る
と
、『
ラ

メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
み
ら
れ
る
カ
ン
プ
ス
の
領
域
は
、
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の

領
域
か
ら
最
初
に
分
化
し
た
ま
さ
し
く
カ
ン
プ
ス
の
領
域
と
関
係
し
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
ア
デ
ィ
ア
と
カ
ソ
ル
は
そ
の
対

象
の
空
間
が
そ
れ
ぞ
れ
先
述
の
サ
ン
タ
ニ
ィ
の
領
域
と
フ
ェ
ラ
ニ
チ
＝

プ
レ
ラ
ス
の
領
域
に
対
応
し
て
い
る
も
の
の
、
一
三
世
紀
の
い
か
な
る

史
料
に
も
現
れ
る
こ
と
は
な
い
、
い
わ
ば
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
固
有

の
名
称
か
つ
区
分
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
領
域
単
位
の
表
記
の
違
い
も
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
な
わ
ち
、
カ
ン
プ
ス
が
「
テ
ル
ミ
ナ
ル
（term

inal

）」
と
表
記
さ

れ
る
一
方
、ア
デ
ィ
ア
と
カ
ソ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
「
パ
ル
ト
（part

）」「
パ

ル
テ
ィ
ダ
（partida
）」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム

は
な
り
得
な
く
と
も
、
氏
族
バ
ヌ
ー
・
フ
ラ
ー
ニ
ク
の
影
響
力
の
も
と

で
す
で
に
特
定
の
領
域
区
分
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
る
。
だ
が
、
征
服
者
に
と
っ
て
空
間
認
識
上
、
重
要
な
標
識
と
な
っ

た
の
は
、
征
服
後
に
も
っ
ぱ
ら
「
サ
ン
ト
ゥ
エ
リ
」
の
名
で
表
示
さ
れ

た
先
の
城
塞
で
あ
っ
た（

（3
（

。
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
の
自
叙
伝
『
勲

功
録
』で
は
征
服
期
の
マ
リ
ョ
ル
カ
の
領
域
の
一
部
と
し
て「
サ
ン
ト
ゥ

エ
リ
城
が
あ
る
フ
ェ
ラ
ニ
ッ
チ
、
お
よ
び
マ
ナ
コ
ル
（Ffelenig, on 

és lo castel de Sent T
ueri, e M

anacor

）（
（3
（

」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、

フ
ェ
ラ
ニ
チ
が
サ
ン
ト
ゥ
エ
リ
の
城
塞
と
結
び
つ
い
て
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
さ
ら
に
、
次
の
証
書
の
文
言
は
意
味
深
長
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
二
三
二
年
二
月
一
六
日
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
代

理
人
で
あ
る
修
道
士
ペ
ラ
・
ダ
ジ
ェ
か
ら
ギ
リ
ェ
ム
・
テ
ィ
シ
な
る
人

物
に
贈
与
さ
れ
た
ア
ル
ケ
リ
ア
の
一
つ
が
、「
サ
ン
ト
ゥ
エ
リ
の
城
塞

の
領
域
に
あ
る
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
（in territorio de Felinich, 

que est in term
ino Castri de Santueri

）（
（3
（

」
に
あ
る
と
表
現
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文
言
に
従
う
な
ら
ば
、
依
然
と
し
て
全
島
が

征
服
さ
れ
て
い
な
い
段
階
に
お
い
て
も
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
側
は
す
で
に

フ
ェ
ラ
ニ
チ
を
固
有
の
領
域
と
み
な
し
て
い
た
と
同
時
に
、
そ
れ
を
サ

ン
ト
ゥ
エ
リ
の
城
塞
を
伴
う
領
域
の
な
か
の
一
部
と
認
識
し
て
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｅ
の
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
に
は
、
か
つ

て
の
マ
ナ
ク
ー
ル
の
ジ
ュ
ズ
か
ら
フ
ェ
ラ
ニ
チ
を
分
離
さ
せ
、
固
有
の

領
域
と
し
て
扱
お
う
と
す
る
編
纂
者
の
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
区
分
が
具
体
的
に
ど
の
段
階
で
お
こ
な
わ
れ
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だ
、
い
ず
れ
も
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の

段
階
か
ら
す
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
領
域
呼
称
で
あ
る
か
ら（

（4
（

、
総
じ
て

『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
「
テ
ル
マ
」
ま
た
は
「
テ
ル
ミ
ナ
ル
」
の
用

語
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
期
ま
た
は
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
直
後
か
ら
あ
る
程
度

固
有
の
領
域
と
み
な
さ
れ
て
い
た
空
間
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
想
定
さ

れ
る
。

　

他
方
、
ブ
ニ
ョ
ラ
か
ら
ア
ル
ジ
ャ
ン
テ
ラ
（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
ｂ
〔la 

partida del argentera de bunnola

〕）
お
よ
び
ム
ソ
（
セ
ク
シ
ョ

ン
Ａ
ｃ
〔la partida de m

uço

〕）
の
空
間
に
は
「
パ
ル
テ
ィ
ダ
」
の

語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ブ
ニ
ョ
ラ
と
ム
ソ
は
、
イ
ス
ラ
ー

ム
期
に
単
一
の
ジ
ュ
ズ
と
し
て
扱
わ
れ
た
ブ
ニ
ュ
ラ
＝
ム
ー
ス
ー
に
系

譜
関
係
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
征
服
後
は
早
い
段
階

か
ら
ブ
ニ
ョ
ラ
と
バ
ル
デ
モ
ー
サ
（V

alldem
ossa 

「
ム
ソ
の
渓
谷
」

の
意
）
の
二
つ
の
異
な
る
領
域
に
分
け
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
こ
れ
は
お
そ
ら

く
ト
ラ
ム
ン
タ
ー
ナ
山
脈
の
一
部
を
構
成
す
る
渓
谷
地
帯
と
い
う
複
雑

な
地
理
的
条
件
と
と
も
に
、
中
心
地
と
な
り
う
る
集
落
の
存
在
が
そ
れ

ぞ
れ
の
空
間
認
識
の
指
標
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い（

（4
（

。
こ
れ
に
対

し
て
、
ブ
ニ
ョ
ラ
と
併
記
さ
れ
る
ア
ル
ジ
ャ
ン
テ
ラ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム

期
か
ら
の
系
譜
関
係
が
不
明
で
あ
り
、
征
服
後
の
証
書
で
も
、
ブ
ニ
ョ

ラ
の
領
域
に
お
け
る
葡
萄
畑
の
一
つ
の
名
称
と
し
て
一
二
四
三
年
に
言

及
さ
れ
る
の
が
最
初
の
所
見
で
あ
る
。
実
際
に
こ
れ
が
ど
の
地
点
に
同

定
さ
れ
る
か
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
銀
を
意
味
す
る
「
ア
ル
ジ
ャ
ン
」

の
語
か
ら
、
ブ
ニ
ョ
ラ
北
東
部
に
広
が
る
ソ
ン
・
ク
レ
ウ
の
鉱
脈
と
の

関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
地
帯
が
オ

期
か
ら
の
系
譜
関
係
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
用
語
で
表
現
さ
れ
る
空
間
の

特
徴
を
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
み
ら
れ
る
同
様

の
用
語
と
と
も
に
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
前
者
に
か
ん
し
て
、
他
の
セ
ク

シ
ョ
ン
で
は
も
っ
ぱ
ら
都
市
領
域
を
表
現
す
る
場
合
に「
テ
ル
ミ
ナ
ル
」

ま
た
は
こ
れ
と
同
義
と
考
え
ら
れ
る
「
テ
ル
マ
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
ａ
〔term

en dela villa

〕、
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ

ａ
〔term

inal dela villa
〕、
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｃ
ａ
〔los term

inals de 
la villa

〕）。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
の
都
市
領
域
は
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分

配
記
録
』
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
で
す

で
に
マ
デ
ィ
ー
ナ
（
シ
ウ
タ
ッ
ト
）
と
農
村
領
域
と
区
別
さ
れ
な
が
ら
、

具
体
的
な
境
界
画
定
の
文
言
の
も
と
分
割
さ
れ
た
マ
デ
ィ
ー
ナ
・
ア
ル

ア
フ
ワ
ー
ズ
（M

adīna al-a ḥw
āz

ハ
ウ
ズ
（ḥaw
z

）
が
ア
ラ
ビ
ア
語

で
「
郊
外
」
の
意
）
と
明
ら
か
に
対
応
す
る（

（4
（

。
と
い
う
の
も
、『
ラ
メ

ン
ブ
ラ
ン
サ
』
セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
で
は
、「
ハ
ウ
ズ
」
が
俗
語
化
し
た
「
フ

エ
ス
（fuez

）」
の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語

テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
ア
フ
ワ
ー
ズ
の
取
り
分
の
記
述

で
み
ら
れ
る
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
名
称
が
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』

の
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
列
挙
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（4
（

。

　

も
っ
と
も
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
に
お
い
て
「
テ
ル
マ
」
の
用
語

は
空
間
認
識
上
、
上
位
・
下
位
の
領
域
区
分
の
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
史
料
で
は
、
都
市
領
域
そ
の
も
の
だ
け
で

な
く
、
そ
の
内
部
を
構
成
す
る
下
位
の
領
域
、
す
な
わ
ち
カ
テ
ィ
ン
と

リ
ウ
の
領
域
に
も
「
テ
ル
マ
」（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
ａ
［term

en de 
Catin, term

en de Riu

］）
の
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
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さ
れ
て
い
る
も
の
の（

（5
（

、
こ
れ
に
該
当
す
る
特
定
の
ア
ル
ケ
リ
ア
は
同
領

域
内
に
は
み
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
領
域
分
割
の
基
準
に
一
貫
性
を
見
出
す
こ
と
は
き
わ
め

て
難
し
い
。
だ
が
、
あ
ら
た
め
て
想
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
サ
ン
ト
ゥ

エ
リ
の
城
塞
と
同
領
域
と
の
関
係
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
征
服
直

後
か
ら
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
側
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
期
以
来
の
「
フ
ェ
ラ
ニ
チ

の
領
域
」
を
、
あ
ら
た
め
て
サ
ン
ト
ゥ
エ
リ
の
城
塞
を
中
心
と
す
る
領

域
と
し
て
編
成
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
れ
ば
、
カ
ソ
ル
が
サ
ン
ト
ゥ

エ
リ
の
城
塞
を
指
し
、
そ
の
麓
の
平
地
一
帯
（
の
ち
の
プ
レ
ラ
ス
か
ら

フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
）
を
含
む
よ
う
な
城
塞
領
域
を
編
成
し
よ
う
と
す

る
意
図
が
こ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
お
お
い
に
あ
り
う
る
。

ま
た
、
実
は
ア
デ
ィ
ア
は
「
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
」
の
ほ
か
の
二
つ
の

領
域
と
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
広
い
面
積
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
を

そ
の
領
域
に
内
包
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
プ
ス
の
領
域
で
は

一
二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
、
カ
ソ
ル
で
は
一
五
ジ
ョ
バ
ー
ダ
の
ア
ル
ケ
リ
ア
ま

た
は
ラ
ハ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
最
大
で
あ
る
一
方
、
ア
デ
ィ
ア
で
は
お
お
よ

そ
二
倍
の
三
〇
ジ
ョ
バ
ー
ダ
（Beni Laçat

）
や
二
二
ジ
ョ
バ
ー
ダ

（Sant Enieli

）
の
ア
ル
ケ
リ
ア
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る
一
つ
の
ア
ル
ケ
リ
ア
ま
た
は
ラ
ハ
ル
あ
た

り
の
平
均
面
積
も
、
カ
ン
プ
ス
が
四
・
三
五
、
カ
ソ
ル
が
六
、
ア
デ
ィ

ア
が
九
・
〇
五
ジ
ョ
バ
ー
ダ
で
あ
り
、
ア
デ
ィ
ア
が
他
よ
り
も
広
い
ア

ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
を
有
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
デ
ィ
ア

で
は
先
の
カ
ソ
ル
と
は
対
照
的
に
、
や
や
広
大
な
集
落
を
中
心
と
す
る

領
域
編
成
が
志
向
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

リ
エ
ン
ト
（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｃ
ｄ
〔uarien

〕）
と
の
境
界
に
相
当
す
る

こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
の
「
パ
ル
テ
ィ
ダ
」
は
、
か
つ
て
の
ブ

ニ
ュ
ラ
＝
ム
ー
ス
ー
の
ジ
ュ
ズ
か
ら
あ
ら
た
め
て
異
な
る
二
つ
の
領
域

に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
お
よ
そ
の
領
域
を
決
定
づ
け
よ
う
と
す
る

編
纂
者
の
意
思
の
も
と
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（4
（

。

　

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｅ
の
内
容
に
立
ち
戻

ろ
う
。
ま
ず
、ア
デ
ィ
ア
と
カ
ソ
ル
の
領
域
に
用
い
ら
れ
る
「
パ
ル
ト
」

「
パ
ル
テ
ィ
ダ
」
は
、
そ
れ
ら
が
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
固
有
の
区
分

で
あ
る
こ
と
も
ふ
ま
え
る
と
、
お
そ
ら
く
ブ
ニ
ョ
ラ
と
ム
ソ
の
例
と
同

じ
よ
う
に
空
間
の
分
割
を
意
図
し
て
暫
定
的
に
定
め
ら
れ
た
領
域
と
み

な
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
際
の
空
間
認
識
や
領
域
区
分
の
指
標
と

な
っ
た
の
が
中
心
地
と
な
り
う
る
集
落
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
た

し
か
に
カ
ソ
ル
に
か
ん
し
て
は
、
ル
サ
リ
ョ
・
ボ
ル
ド
イ
が
次
の
よ
う

に
想
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
領
域
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
カ
ソ

ル
と
い
う
同
じ
名
称
を
も
つ
ア
ル
ケ
リ
ア
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

名
称
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
城
塞
を
意
味
す
る
ク
ス
ー
ル
（qu ṣūr
カ
ス
ル

〔qa ṣr

〕
の
複
数
形
）
に
由
来
し
、
現
在
の
プ
レ
ラ
ス
の
村
域
の
南
東

部
（
プ
レ
ラ
ス
の
集
落
と
ソ
ン
・
メ
ス
キ
ー
ダ
と
の
間
）
に
同
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
領
域
の
名
称
と
し
て
の
カ
ソ
ル
も
こ
れ
と
関
係
し
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。実
際
ソ
ン
・
メ
ス
キ
ー
ダ
付
近
で
は
タ
ラ
イ
オ
ッ

ト
と
よ
ば
れ
る
先
史
時
代
の
石
塁
の
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
城
塞
に
相
当
す
る
地
名
の
由
来
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

だ
が
、
も
う
一
方
の
ア
デ
ィ
ア
に
か
ん
し
て
は
、
そ
の
名
称
が
ア
ラ
ビ

ア
語
で
村
落
を
意
味
す
る
ア
ッ
ダ
イ
ア
（a ḍ- ḍay

�a

）
に
由
来
す
る
と
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（
二
）　

ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
地
名
と
そ
の
配
列

　

つ
づ
い
て
記
録
さ
れ
た
情
報
そ
の
も
の
、
と
く
に
そ
の
大
半
を
占
め

る
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
情
報
に
目
を
移
そ
う
。ム
ッ
ト
・
カ
ラ
フ
ェ

ル
と
ル
サ
リ
ョ
・
ボ
ル
ド
イ
を
筆
頭
に
網
羅
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
地
名

の
語
源
学
研
究
の
所
見
に
従
え
ば
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
に
記
録
さ

れ
た
地
名
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
征
服

後
は
一
般
に
早
い
段
階
か
ら
地
名
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
化
な
い
し
キ
リ

ス
ト
教
徒
入
植
者
の
人
名
が
そ
れ
と
化
す
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
な

か
で（

（5
（

、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
全
体
と
し
て
そ
れ
に
先
立
つ
名
称

が
数
多
く
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
掲
げ
る
語
源
の
カ
テ
ゴ
リ
に
従

う
な
ら
ば
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
に
記
録
さ
れ
た
、
の
べ
五
六
〇
の

地
名
の
う
ち
、
お
よ
そ
五
分
の
一
に
相
当
す
る
一
二
六
が
イ
ス
ラ
ー
ム

期
に
遡
る
部
族
・
氏
族
呼
称
に
由
来
す
る
一
方
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
化

さ
れ
た
も
の
は
わ
ず
か
に
一
二
を
数
え
る
の
み
で
あ
る（

（5
（

。
以
上
を
前
提

と
し
て
、
①
と
②
の
リ
ス
ト
に
記
さ
れ
た
情
報
が
、
と
く
に
土
地
の
管

理
や
分
配
行
為
の
な
か
で
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
を
、
証

書
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
の
分
配
関
連
史
料
と
の
比
較
を
通
じ
て
検

討
し
よ
う
。
な
お
、
以
下
で
は
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
と
他
の
史
料
と

の
情
報
の
配
列
を
比
較
す
る
た
め
に
、
前
者
の
地
名
を
表
記
す
る
際
に

は
、史
料
刊
行
時
に
ふ
ら
れ
た
通
し
番
号
を
併
せ
て
付
す
こ
と
に
す
る
。

　

先
に
取
り
上
げ
た
一
二
三
二
年
二
月
一
六
日
の
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の

代
理
人
ペ
ラ
・
ダ
ジ
ェ
に
よ
る
ギ
リ
ェ
ム
・
テ
ィ
シ
へ
の
条
件
付
き
贈

与
の
証
書
は
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
一
連
の
土
地

分
配
な
い
し
入
植
の
な
か
で
、
最
も
早
期
に
そ
の
内
容
が
ま
と
ま
っ
て

　

カ
ン
プ
ス
の
「
テ
ル
ミ
ナ
ル
」
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
も
難
し
い
問

題
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
併
記
さ
れ
た
「
コ
ン
・
ラ
・
パ
レ
（con la 

paret
）」の
文
言
は
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

「
パ
レ
」
は
「
囲
い
塀
」
を
意
味
す
る
が
、
ル
サ
リ
ョ
・
ボ
ル
ド
イ
は

一
三
二
五
年
に
パ
ル
マ
ル
と
呼
ば
れ
る
カ
バ
レ
リ
ア（
こ
こ
で
は
封
土
）

の
中
の
境
界
の
一
つ
と
し
て
「
サ
ラ
セ
ン
の
パ
レ
」
な
る
文
言
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
用
語
が
少
な
く
と
も
境
界
標
識
を
意
味

す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
て
い
る（

（5
（

。
と
な
れ
ば
、
カ
ン
プ
ス
は
先
の

二
つ
の
よ
う
に
暫
定
的
と
い
う
よ
り
は
、
都
市
領
域
の
よ
う
に
す
で
に

あ
る
程
度
厳
密
な
境
界
画
定
が
な
さ
れ
た
領
域
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
た
だ
、
従
来
カ
ン
プ
ス
の
名
称
は
耕
地
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語

（cam
pus

）
に
由
来
す
る
と
想
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
イ
ス
ラ
ー

ム
期
ま
た
は
そ
れ
以
前
か
ら
す
で
に
特
定
の
領
域
と
し
て
確
立
し
て
い

た
か
な
ど
、
具
体
的
な
系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ

で
の
カ
ン
プ
ス
の
「
テ
ル
ミ
ナ
ル
」
が
、
証
書
で
初
出
す
る
一
二
三
六

年
よ
り
も
前
か
ら
確
立
し
て
い
た
領
域
か
、
そ
れ
と
も
一
二
三
六
年
以

降
の
空
間
認
識
を
ふ
ま
え
た
表
記
か
は
依
然
と
し
て
判
断
し
が
た
い
。

だ
が
、
ほ
か
の
い
か
な
る
史
料
と
も
連
関
が
見
出
せ
な
い
カ
ソ
ル
や
ア

デ
ィ
ア
と
並
ん
で
、
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
下
位
の
領
域
単
位
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
征
服
直
後
の
領
域
分
割
の
意
に
沿
っ
た
も

の
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
で
取
り
上

げ
た
領
域
区
分
は
全
体
と
し
て
、
一
二
四
〇
年
代
に
王
権
に
よ
っ
て
構

想
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
に
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が

構
想
し
た
空
間
編
成
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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ア
ヤ
ン
（A

yan

）、
ア
ル
モ
ラ
ビ
ト
（A

lm
oravit

）、
ベ
ニ
シ
ャ
マ

ル（benixam
er

）、ア
ル
カ
ル
メ
ダ（A

lcarm
eda

）、ア
ベ
ン
バ
ル
シ
ャ

ス
（abenbarchax

）、
ア
ル
カ
セ
ル
（alcasser

）、
ア
ベ
ン
ガ
ウ
ス

（abengaus

）、
ア
ド
ゥ
ガ
ナ
ル
（adduganer

）、
フ
ァ
テ
ィ
ア
イ
バ

ナ
（fatiaybana

））、
な
ら
び
に
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
の
計
五
の
ア
ル

ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
（
ル
ベ
ン
テ
ィ
チ
（Rubentix

）、
ア
ル
ッ
ク

み
ら
れ
る
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
島
内
で
合
計
一
〇
ジ
ョ
バ
ー
ダ
の

土
地
を
譲
渡
す
る
と
い
う
名
目
の
も
と
、
ブ
ニ
ョ
ラ
の
領
域
に
お
け
る

ベ
ニ
ア
ダ
ス
（Beniadaz 

二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）、
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
の
領

域
に
お
け
る
ラ
ハ
ル
・
サ
レ
（Rahal Zale 

二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）、
フ
ェ

ラ
ニ
チ
の
領
域
に
お
け
る
ア
ル
グ
ア
ソ
ル
（A

lguazor 

六
ジ
ョ
バ
ー

ダ
）
が
贈
与
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
依
然
と

し
て
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
を
は
じ
め
、
島
全
体
は
征
服
さ
れ
て
は
い
な

い
。
だ
が
、
フ
ェ
ラ
ニ
チ
を
含
む
複
数
の
領
域
の
土
地
が
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
て
い
る
と
な
る
と
、
農
村
集
落
の
地
名
と
面
積
に
か
か
わ
る
情
報

源
が
す
で
に
あ
る
程
度
存
在
し
、
そ
れ
を
参
考
に
分
配
す
る
集
落
が
決

定
さ
れ
た
可
能
性
は
お
お
い
に
あ
り
う
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
地

名
は
、
面
積
の
数
値
は
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
も
の
の
、
い

ず
れ
も
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
列
挙
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

よ
り
明
確
に
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
情
報
と
の
連
関
が
み
て
と
れ

る
事
例
は
、
一
二
三
九
年
八
月
二
二
日
に
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
マ
リ
ョ

ル
カ
司
教
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
土
地
財
産
の
寄
進
文
書
で
あ
る（

（5
（

。
こ

こ
で
は
シ
ウ
タ
ッ
ト
の
家
屋
群
に
加
え
て
、
農
村
部
の
一
〇
〇
ジ
ョ

バ
ー
ダ
の
土
地
を
寄
進
す
る
と
い
う
名
目
で
エ
ス
ポ
ル
ラ
ス
、
フ
ェ
ラ

ニ
チ
、
カ
ン
プ
ス
の
領
域
の
複
数
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
が
、
ジ
ョ

バ
ー
ダ
で
表
さ
れ
た
面
積
表
示
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
う
ち
、

エ
ス
ポ
ル
ラ
ス
と
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
情

報
を
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
と
比
較
し
た
も
の
が
【
表
二
】
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
寄
進
文
書
に
記
さ
れ
た
エ
ス
ポ
ル
ラ
ス
の
領
域
の
計
一
一

の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
（
ア
セ
ウ
ヤ
（atzeuya

）、ビ
エ
ラ
（biela

）、
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ら
れ
る
が（

（5
（

、
正
式
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
封
土
授
与
が
決
定
さ
れ
た
の
は

お
よ
そ
一
年
後
の
一
二
三
三
年
二
月
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヌ
ノ
・
サ

ン
ス
は
ア
レ
マ
ニ
ー
・
サ
ド
ア
に
対
し
て
、
三
人
の
騎
兵
を
島
に
常
駐

さ
せ
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
、
ア
ル
ム
ダ
イ
ナ
（
市
壁
内
）
で
す
で
に

賦
与
し
て
い
た
家
屋
群
と
、
シ
ト
ー
会
修
道
院
に
す
で
に
寄
進
し
た
場

所
を
除
く
エ
ス
ポ
ル
ラ
ス
の
渓
谷
全
体
、
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
ラ
ビ
ス

（Rabis

）
と
呼
ば
れ
る
モ
ス
ク
、
同
じ
く
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
の
ル
ッ

ク
（Luch

）
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
ケ
リ
ア
を
そ
れ
に
付
属
す
る
複
数
の

ラ
ハ
ル
と
と
も
に
授
封
し
て
い
る（

（6
（

。

　

フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
の
内
容
を
先
の
寄
進
文
書
お
よ
び
『
ラ
メ
ン
ブ

ラ
ン
サ
』
と
照
合
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
ル
ッ
ク
の

ア
ル
ケ
リ
ア
は
、お
そ
ら
く
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
四
四
四
番
（A

luc

）

に
相
当
す
る
。
他
方
、
ラ
ビ
ス
の
名
の
モ
ス
ク
は
一
見
建
造
物
そ
の
も

の
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
証
書
の
な
か
で
次
の
よ

う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
二
三
六
年
に
ア
レ
マ
ニ
ー
・

サ
ド
ア
の
バ
イ
リ
ウ
ス
（
こ
こ
で
は
領
主
役
人
）
兼
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル

（
代
理
人
）
で
あ
っ
た
ガ
ル
シ
ア
・
オ
ル
テ
ィ
ス
が
、
ル
ビ
ン
シ
ス

（Rubinxix

）
と
呼
ば
れ
る
モ
ス
ク
に
隣
接
す
る
ホ
ノ
ー
ル
（
こ
の
場

合
に
は
土
地
財
産
）
を
二
人
の
入
植
者
に
半
分
ず
つ
賦
与
す
る
際
に
、

一
方
の
土
地
が
葡
萄
畑
・
イ
チ
ジ
ク
畑
、
も
う
一
方
が
秣
畑
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
年
後
に
は
、
同
じ
二
人
の
入
植
者
に
賦
与

さ
れ
た
耕
地
が
、
ま
さ
し
く
ル
ビ
ン
シ
ス
に
相
当
す
る
も
の
と
想
定
さ

れ
る
「
ア
ル
ケ
リ
ア
・
ロ
セ
ン
チ
ッ
ト
（alqueria Rozenxit

）
に
あ

る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
レ
マ
ニ
ー
に
賦
与
さ
れ
た

（A
lluch

）、
ア
ル
ブ
バ
セ
ル
（A

lbubacer

）、
ア
ル
ガ
リ
（A

lgari

）、

ア
ル
グ
リ
レ
ス
（A

lgriles

））
は
い
ず
れ
も
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で

列
挙
さ
れ
る
地
名
で
あ
り
、
面
積
の
値
も
ア
ベ
ン
バ
ル
シ
ャ
ス
（『
ラ

メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
三
一
五
番
で
は
二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
で
あ
る
が
、
寄
進
文

書
で
は
一
二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
と
な
っ
て
い
る
）
を
除
き
す
べ
て
対
応
し
て

い
る
。
さ
ら
に
配
列
に
注
目
す
る
と
、エ
ス
ポ
ル
ラ
ス
の
領
域
の
場
合
、

『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
ア
セ
ウ
ヤ
（A

zeuya 

三
〇
四
番
）
と
ビ

レ
ラ
（Billela 

三
一
〇
番
）
と
の
間
が
飛
ん
で
い
る
も
の
の
、
少
な

く
と
も
そ
の
順
序
は
す
べ
て
対
応
し
て
い
る
。
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
の

場
合
も
同
じ
く
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
に
あ
る
ペ
サ
ラ
チ
（Peçarax 

四
四
五
番
）
の
地
名
が
証
書
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が（

（5
（

、
そ
の
配
列
は

真
逆
で
あ
り
な
が
ら
も
や
は
り
一
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
配
列
や
情

報
の
一
致
は
、
先
述
の
一
二
三
二
年
の
証
書
の
事
例
以
上
に
、
ア
ル
ケ

リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
網
羅
的
な
リ
ス
ト
と
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
土
地
の

譲
与
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（5
（

。
だ
が
、
寄
進
文
書
で
は

同
時
に
、
先
に
列
挙
し
た
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
が
、
か
つ
て
ヌ
ノ
・

サ
ン
ス
が
騎
士
ア
レ
マ
ニ
ー
・
サ
ド
ア
に
対
し
て
封
と
し
て
授
け
て
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
そ
の
時
点
か

ら
す
で
に
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
リ
ス
ト
と
分
与
す
る
土
地
財
産
の

決
定
と
の
間
に
な
に
か
し
ら
の
関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

ア
レ
マ
ニ
ー
・
サ
ド
ア
は
一
二
三
一
年
一
二
月
か
ら
す
で
に
エ
ス
ポ

ル
ラ
ス
の
渓
谷
の
ア
ル
ケ
リ
ア
に
入
植
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

そ
れ
ま
で
に
同
領
域
の
土
地
財
産
を
す
で
に
受
け
取
っ
て
い
た
と
考
え



　一三世紀マリョルカ征服と『ヌノ・サンスのラメンブランサ』（久納）

37

た
場
所
」
に
直
接
言
及
し
た
史
料
は
伝
来
し
な
い
が
、
次
の
一
二
三
三

年
六
月
の
エ
ス
ポ
ル
ラ
ス
の
領
域
の
寄
進
内
容
は
、
先
行
す
る
段
階
の

内
容
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、「
エ
ス
ポ
ル

ラ
ス
の
集
落
（villa

）
と
そ
の
隣
に
あ
る
ア
ル
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
ア

ル
ケ
リ
ア
を
シ
ト
ー
会
修
道
院
の
建
設
の
た
め
に
…
…
集
落
と
ア
ル
ケ

リ
ア
は
三
辺
が
ラ
モ
ン
・
バ
ラ
ン
ゲ
ー
・
ア
ジ
ェ
の
ホ
ノ
ー
ル
に
、
四

辺
の
、
す
な
わ
ち
東
部
で
は
、
先
の
集
落
が
、
ア
ル
カ
サ
ル
の
ア
ル
ケ

リ
ア
と
先
の
ホ
ノ
ー
ル
の
中
の
地
片
と
隣
接
し
て
い
る（

（6
（

」。
こ
こ
に
登

場
す
る
ア
ル
ピ
ッ
ク
の
ア
ル
ケ
リ
ア
は
、
お
そ
ら
く
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン

サ
』
ラ
ハ
ル
・
ア
ル
ピ
ッ
ク
（
三
〇
五
番
）
か
ラ
ハ
ル
・
ウ
マ
ル
・
ア

ル
ピ
ッ
ク
（
三
〇
九
番
）
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、「
集

落
（villa

）」
に
か
ん
し
て
は
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
ど
の
ア
ル
ケ

リ
ア
ま
た
は
ラ
ハ
ル
に
対
応
す
る
か
が
不
明
で
あ
り
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ

ン
サ
』
と
の
連
関
は
見
出
せ
な
い
。
隣
接
物
の
文
言
を
含
む
具
体
的
な

地
理
的
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
な
る
と
、
少
な
く
と
も
こ
の
証
書

の
寄
進
内
容
は
実
地
調
査
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
ほ
う

が
よ
さ
そ
う
で
あ
る（

（6
（

。
む
ろ
ん
、
先
行
す
る
段
階
に
は
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ

ン
サ
』
の
情
報
と
の
明
確
な
対
応
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

仮
に
こ
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
「
す
で
に
寄
進
し
た
場
所
」
に
該
当
す
る

と
な
る
と
、
こ
こ
か
ら
ア
レ
マ
ニ
ー
へ
の
授
封
内
容
に
相
当
す
る
個
々

の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
を
間
接
的
な
形
で
あ
っ
て
も
把
握
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
の
内
容
も
含

め
て
考
え
る
と
、
マ
リ
ョ
ル
カ
司
教
へ
の
寄
進
文
書
の
な
か
で
か
つ
て

の
ア
レ
マ
ニ
ー
の
騎
士
封
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
個
々
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と

ラ
ビ
ス
の
モ
ス
ク
は
、
も
と
も
と
周
辺
の
農
業
空
間
を
含
ん
で
お
り
、

ほ
か
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
ほ
か
に
も
同
じ
く
ガ
ル
シ
ア
に
よ
っ
て
、

一
二
三
五
年
に
ラ
ハ
ル
・
ア
フ
ベ
カ
ル
（rahal hahubecar

）、

一
二
三
七
年
に
ラ
ハ
ル
・
ア
ル
ガ
ル
（rafal A

lgar

）
と
無
名
の
ラ
ハ

ル
に
そ
れ
ぞ
れ
定
率
貢
租
を
条
件
と
す
る
入
植
が
お
こ
な
わ
れ
て	

い
る（

（6
（

。
こ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
先
の
マ
リ
ョ
ル
カ
司
教
へ
の
寄
進
文
書
に

含
ま
れ
る
、
ア
ル
ブ
バ
セ
ル
と
ア
ル
ガ
リ
の
ア
ル
ケ
リ
ア
ま
た
は
ラ
ハ

ル
に
同
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
授
封
文
書
で
表
さ
れ
た
ル
ッ
ク
の
ア
ル

ケ
リ
ア
に
属
す
る
複
数
の
ラ
ハ
ル
と
は
、
こ
れ
ら
の
ラ
ハ
ル
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
な
る
と
、
授
封
文
書
に
お
け
る
フ
ェ
ラ
ニ

チ
の
領
域
の
分
配
内
容
は
、
先
の
寄
進
文
書
や
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』

の
情
報
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
同
時
に
、
授
封
文

書
で
は
ア
ル
ケ
リ
ア
の
中
に
ラ
ハ
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
と
表
記
さ
れ
る

よ
う
に
、
史
料
間
で
空
間
認
識
が
異
な
っ
て
い
る
点
も
看
過
で
き
な

い
。

　

他
方
、
エ
ス
ポ
ル
ラ
ス
の
領
域
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
ケ
リ
ア

や
ラ
ハ
ル
に
か
ん
す
る
詳
細
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え

確
認
す
べ
き
は
「
シ
ト
ー
会
修
道
院
に
す
で
に
寄
進
し
た
場
所
」
で
あ

る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
シ
ト
ー
会
修
道
院
と
は
、
一
二
三
二
年
九
月
に

国
王
ジ
ャ
ウ
マ
一
世
の
許
可
の
も
と
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
領
で
建
設
が

予
定
さ
れ
た
修
道
院
（
の
ち
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
・
ラ
・
レ
ア
ル

修
道
院
）
の
こ
と
で（

（6
（

、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
は
生
前
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て

同
修
道
院
に
財
産
を
寄
進
し
て
い
る
。
実
際
、
先
の
「
す
で
に
寄
進
し
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す
な
わ
ち
、
リ
ス
ト
は
全
体
と
し
て
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
か
ら
比
較
的
早

期
の
段
階
の
情
報
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
証
書
に
も
と
づ
い
た
あ
ら
た

な
情
報
の
更
新
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
リ
ス
ト
は
厳

密
な
意
味
で
分
配
内
容
の
管
理
の
た
め
に
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な

く
、あ
く
ま
で
も
自
ら
に
帰
属
す
る
財
産
の
網
羅
的
な
把
握
の
た
め
の
、

い
わ
ば
時
間
的
に
固
定
さ
れ
た
情
報
の
プ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
を
第
一

と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ス
ト
に
反
映
さ
れ
た

情
報
が
証
書
に
記
さ
れ
た
実
際
の
空
間
認
識
を
反
映
す
る
必
要
も
な

か
っ
た
し
、
逆
も
ま
た
同
じ
と
い
え
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
存
命
中
の
リ
ス
ト
の
機
能
を
検
討
し
て

き
た
が
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
死
後
、
ま
さ
し
く
王
権
に
よ
る
『
ラ
メ
ン

ブ
ラ
ン
サ
』
の
編
纂
後
に
つ
い
て
は
、
配
列
な
ど
を
含
め
て
同
時
代
の

証
書
と
の
連
関
が
明
確
に
見
出
せ
る
よ
う
な
事
例
は
み
あ
た
ら
な
い（

（6
（

。

そ
れ
ゆ
え
、
現
状
で
は
、
そ
の
段
階
の
編
纂
と
利
用
と
の
関
係
を
示
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
点
は
の
ち
に
あ
ら
た
め
て
立
ち
返
る
こ
と

に
し
た
い
。

（
三
）　

購
入
と
交
換
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
土
地
財
産

　

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｈ
で
は
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
征
服
の
報
酬
分

の
土
地
財
産
が
列
挙
さ
れ
た
①
と
②
の
リ
ス
ト
と
異
な
り
、
さ
ら
に
後

の
段
階
で
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
購
入
や
交
換
を
介
し
て
獲
得
し
た
財
産
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
の
取
引
相
手
と
し
て
あ
ら
わ

れ
る
騎
士
カ
ロ
ス
、
ラ
モ
ン
・
ダ
・
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
と
フ
ァ
レ
ー
・

ダ
・
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
の
兄
弟
、
バ
ラ
ン
ゲ
ー
・
フ
ァ
レ
ー
は
、『
マ
リ
ョ

ラ
ハ
ル
の
名
称
は
、
実
際
の
ア
レ
マ
ニ
ー
へ
の
授
封
文
書
か
ら
は
把
握

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
な
る
と
、
や
は
り
司
教
へ
の
寄
進
内
容
の

決
定
の
際
に
は
、
ア
レ
マ
ニ
ー
へ
の
騎
士
封
の
内
容
が
具
体
的
に
記
さ

れ
た
別
の
情
報
源
が
参
照
さ
れ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。

　

こ
の
点
は
、
カ
テ
ウ
ラ
・
ベ
ナ
セ
ー
が
指
摘
す
る
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス

の
所
領
に
お
け
る
騎
士
封
の
基
本
単
位
の
問
題
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
領
で
は
、
下
層
の

騎
士
に
対
し
て
一
騎
の
軍
事
奉
仕
を
伴
う
封
土
授
与
を
お
こ
な
う
際
、

基
本
的
に
ア
ル
ケ
リ
ア
や
ラ
ハ
ル
を
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
、
そ
の
合
計
値

が
二
〇
ジ
ョ
バ
ー
ダ
と
な
る
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

（6
（

。
と
な

る
と
、
そ
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
情
報
が
ジ
ョ
バ
ー
ダ
単
位
の
数

値
と
と
も
に
網
羅
さ
れ
た
リ
ス
ト
が
、
そ
の
決
定
な
い
し
管
理
の
た
め

に
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ア
レ
マ
ニ
ー
の
場
合
、
実
際
に

授
封
さ
れ
た
土
地
の
面
積
値
（
寄
進
文
書
で
は
計
八
四
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）

を
ふ
ま
え
る
と
、
そ
の
基
本
単
位
（
二
〇
ジ
ョ
バ
ー
ダ
×
三
騎
＝
六
〇

ジ
ョ
バ
ー
ダ
）
が
適
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、ヌ
ノ
・

サ
ン
ス
の
側
に
騎
士
封
を
管
理
す
る
意
識
（
最
初
の
一
〇
ジ
ョ
バ
ー
ダ

の
分
配
の
事
例
を
ふ
ま
え
る
と
、
か
な
ら
ず
し
も
騎
士
封
に
限
定
さ
れ

な
い
が
）
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ア
レ
マ
ニ
ー
へ
の
授
封
に
か
か
わ
る

情
報
が
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
む
ろ
ん
、
そ
の

場
合
、
事
前
・
事
後
問
わ
ず
、
実
地
調
査
に
も
と
づ
く
よ
う
な
先
の
シ

ト
ー
会
修
道
院
の
寄
進
内
容
も
そ
れ
と
関
係
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
点
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
史
料

間
の
空
間
認
識
の
差
異
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る（

（7
（

。
彼
の
解
釈
に
従
え

ば
、
当
該
セ
ク
シ
ョ
ン
の
情
報
は
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
存
命
中
に
す
で
に

記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
遅
く
と
も
一
二
三
九
年
ご
ろ
ま
で

の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
て
、（
α
）
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
財
産
目
録
に
そ
な
わ

る
時
間
層
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
よ
う
。
全
体
を
つ
う
じ
て
、
こ
の
リ

ス
ト
に
は
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
存
命
中
の
情
報
が
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
反

映
さ
れ
て
い
る
の
は
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。と
く
に
、

リ
ス
ト
内
で
用
い
ら
れ
る
領
域
区
分
が
征
服
後
の
あ
ら
た
な
空
間
編
成

の
創
設
と
結
び
つ
く
一
方
、
列
挙
さ
れ
た
情
報
そ
の
も
の
に
は
依
然
と

し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
期
の
名
称
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
①

と
②
は
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
ま
も
な
い
段
階
に
作
成
さ
れ
た
リ
ス
ト
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
リ
ス
ト
の
情
報
は
、
騎
士
封
を

は
じ
め
と
す
る
特
定
の
数
値
に
も
と
づ
い
た
財
産
の
賦
与
と
結
び
つ
い

て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
内
容
の
決
定
や
、
保
有
者
に
か
ん
す
る

情
報
の
把
握
な
い
し
管
理
の
た
め
に
リ
ス
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
想

定
さ
れ
る
。
た
だ
、
領
域
区
分
や
地
名
を
は
じ
め
、
か
な
ら
ず
し
も
証

書
と
連
動
し
て
あ
ら
た
な
情
報
に
更
新
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
そ
れ
が
つ
ね
に
実
態
と
結
び
つ
く
形
で
機
能
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
事
実
、一
二
三
九
年
の
時
点
ま
で
、

交
換
や
売
買
を
介
し
て
獲
得
し
た
財
産
の
情
報
を
①
と
②
に
続
け
て
書

き
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も（

（7
（

、（
α
）
は
全
体
と
し
て
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス

の
農
村
部
に
お
け
る
土
地
財
産
の
情
報
の
プ
ー
ル
と
し
て
機
能
す
る
の

み
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
必
要
に
応
じ
た
形
で
騎
士
封
の
賦
与
と
管
理

ル
カ
分
配
記
録
』
の
な
か
で
国
王
か
ら
自
有
地
と
し
て
土
地
を
分
配
さ

れ
た
受
益
者
で
あ
り
、
こ
こ
で
列
挙
さ
れ
る
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
も

す
べ
て
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る（

（6
（

。

　

こ
れ
ら
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
記
さ
れ
た
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
購
入

お
よ
び
交
換
を
内
容
と
す
る
証
書
は
い
ず
れ
も
伝
来
し
な
い
。
だ
が
、

バ
ラ
ン
ゲ
ー
・
フ
ァ
レ
ー
か
ら
獲
得
し
た
ム
ン
タ
ニ
ャ
の
領
域
の
ア
ル

ケ
リ
ア
・
ク
ル
バ
ル
は
、（
α
）
の
記
録
全
体
の
時
間
幅
を
明
ら
か
に

す
る
う
え
で
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配

記
録
』
に
お
け
る
ク
ル
バ
ル
の
ア
ル
ケ
リ
ア
は
全
体
が
一
五
ジ
ョ
バ
ー

ダ
で
あ
り
、そ
の
う
ち
八
ジ
ョ
バ
ー
ダ
が
バ
ラ
ン
ゲ
ー
に
、残
り
七
ジ
ョ

バ
ー
ダ
が
国
王
に
留
保
（
そ
の
後
マ
ル
テ
ィ
・
フ
ァ
ラ
ン
デ
ィ
ス
に
賦

与
）
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
バ
ラ
ン
ゲ
ー
か
ら

そ
の
ま
ま
ア
ル
ケ
リ
ア
を
獲
得
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
面
積
も
八
ジ
ョ

バ
ー
ダ
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
こ
の
ア

ル
ケ
リ
ア
の
み
面
積
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
う
え
に
、
リ
ス
ト
末
尾
の

全
ラ
ハ
ル
の
面
積
の
合
計
値
に
さ
え
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
プ
ラ
シ
ー
・
ペ
レ
ス
・
パ
ス
ト
ー
ル
が
間
接
的
な
情
報
か
ら
次

の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
二
三
九
年
に
バ
ラ
ン
ゲ
ー

は
ク
ル
バ
ル
の
ア
ル
ケ
リ
ア
の
一
部
と
し
て
四
ジ
ョ
バ
ー
ダ
を
バ
ル

ナ
ッ
ト
・
マ
ル
フ
ェ
リ
ッ
ト
な
る
人
物
に
自
有
地
と
し
て
売
却
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
に
渡
さ
れ
た
面
積
は
残
り
の
四
ジ
ョ
バ
ー

ダ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ

ン
サ
』
で
面
積
表
示
が
な
い
の
は
、
バ
ル
ナ
ッ
ト
と
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
に

譲
与
さ
れ
る
土
地
の
面
積
が
依
然
と
し
て
具
体
的
に
決
定
さ
れ
て
い
な



40

考
え
ら
れ
よ
う（

（7
（

。
こ
れ
ら
の
数
値
が
具
体
的
に
い
か
な
る
形
で
利
用
さ

れ
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
一
二
四
〇
年
代
以
降
に
は
じ

ま
る
、
国
王
に
よ
る
マ
リ
ョ
ル
カ
の
直
接
統
治
と
財
政
基
盤
の
整
備
と

無
関
係
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る（

（7
（

。
ま
た
、必
要
な
数
値
を
導
く
う
え
で
、

す
で
に
寄
進
な
ど
を
つ
う
じ
て
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
有
下
に
は
な
く

な
っ
た
財
産
さ
え
を
も
省
く
こ
と
な
く
、
征
服
期
に
遡
る
過
去
の
網
羅

的
な
記
録
を
そ
の
ま
ま
用
い
よ
う
と
す
る
編
纂
者
の
意
識
は
『
マ
リ
ョ

ル
カ
分
配
記
録
』
の
そ
れ
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四　

カ
バ
レ
リ
ア
目
録

　

最
後
に
（
β
）
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
を
検
討
し
よ
う
。
当
該
目
録
で
は

「
全
軍
役
の
カ
バ
レ
リ
ア
は
一
三
一
六
四
で
あ
る
。
／
こ
れ
ら
の
カ
バ

レ
リ
ア
に
そ
く
し
て
全
島
は
二
分
さ
れ
た
」
と
い
う
題
辞
の
も
と
に
、

征
服
後
に
決
定
さ
れ
た
征
服
参
加
者
ら
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
が
、
と

り
わ
け
国
王
と
四
人
の
聖
俗
貴
族
を
代
表
者
と
す
る
五
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
類
さ
れ
て
、
系
統
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
形
式
を
ふ

ま
え
る
と
、（
β
）
は
（
α
）
の
よ
う
な
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
固
有
の
記
録

に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
王
権
の
側
で
独
自
に
作
成
さ
れ

た
記
録
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
第
一
九
葉
表
に
み
ら
れ
る

「
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
は
こ
れ
ら
の
分
（
こ
こ
で
は
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
を

指
す
）
で
土
地
を
獲
得
。
都
市
領
域
の
八
分
の
一
は
こ
の
書
冊
に
記
さ

れ
て
い
る
と
お
り
（La V

III part dels term
inals dela villa assi 

com
 es de m

ostrat en aquest libro

）」
と
い
う
文
言
か
ら
、
こ
の

に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
出
せ
る
と
す
れ
ば
、
王
権
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
は
、
か
つ
て
の
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
財
産
目
録
の

内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
書
き
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ

が
、
一
二
四
〇
年
代
か
ら
の
俗
語
文
書
の
増
加
を
ふ
ま
え
る
と
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
語
が
用
い
ら
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
と
お
ぼ
し
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
段
階
で
求
め
ら
れ
た
情
報
が
何
で
あ
っ
た
の
か

を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
先
行
す
る
段
階

で
保
有
者
に
か
ん
す
る
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
と
仮
定
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
王
権
に
よ
る
編
纂
時
に
は
そ
れ
ら
の
情
報
が
省
か
れ
た
こ
と

に
な
ろ
う
。
と
な
る
と
、
こ
の
段
階
で
必
要
で
あ
っ
た
情
報
は
、
か
つ

て
の
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
領
に
お
け
る
土
地
保
有
者
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
ア
ル
ケ
リ
ア
や
ラ
ハ
ル
、
粉
挽
水
車
の
個
々
の
名
称
と
そ
れ
に

か
か
わ
る
数
値
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
末
尾
に
記
録
さ

れ
た
全
ラ
ハ
ル
（
お
よ
び
ア
ル
ケ
リ
ア
）
と
そ
の
面
積
、
粉
挽
水
車
の

合
計
値
は
、
た
し
か
に
既
存
の
リ
ス
ト
で
す
で
に
導
か
れ
て
い
た
可
能

性
も
あ
り
う
る
が（

（7
（

、
王
権
に
よ
る
作
成
時
に
あ
ら
た
め
て
算
出
さ
れ
た

可
能
性
の
方
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
先
の
リ
ス
ト

末
尾
の
情
報
が
あ
い
ま
い
な
状
態
で
終
わ
っ
て
い
る
の
は
、
ヌ
ノ
・
サ

ン
ス
の
存
命
中
、
依
然
と
し
て
リ
ス
ト
に
は
情
報
が
追
加
記
入
さ
れ
る

予
定
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。と
な
れ
ば
、

王
権
側
が
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
編
纂
時
に
意
図
し
た
こ
と
は
、
あ
ら

た
に
王
領
地
に
組
み
込
ま
れ
た
か
つ
て
の
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
領
に
お

け
る
全
財
産
を
数
値
化
し
、
そ
の
数
量
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
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ま
た
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』（
β
）
で
は
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』

に
記
録
さ
れ
た
前
述
の
「
そ
れ
ぞ
れ
一
三
〇
カ
バ
レ
リ
ア
に
つ
き
一
騎

を
負
う
」
の
文
言
や
、
こ
の
計
算
式
に
も
と
づ
い
た
常
駐
す
る
騎
士
の

数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。こ
れ
は
お
そ
ら
く
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』

の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
（
厳
密
に
は
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
が
作
成
さ
れ
た

マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
直
後
の
段
階
で
は
実
際
の
軍
事
奉
仕
の
内
容
が
喫
緊

の
情
報
と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
一
二
四
〇
年
代
の
『
ラ
メ

ン
ブ
ラ
ン
サ
』
作
成
の
段
階
で
は
あ
く
ま
で
も
国
王
に
よ
っ
て
賦
与
さ

れ
た
カ
バ
レ
リ
ア
の
内
訳
そ
の
も
の
が
最
も
必
要
な
情
報
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
情
報
量
の
点
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
国
王
麾
下
の
グ
ル
ー
プ
の
成
員
に
か
ん

し
て
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
で
は
国
王
、

聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
、
ギ
リ
ェ
ム
・
ダ
・
モ
ン
カ
ー
ダ
、
ラ
モ
ン
・
ア
レ

マ
ニ
ー
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
王
に
五
六
七
四
・
五
カ
バ
レ
リ
ア

と
い
う
き
わ
め
て
多
く
の
数
量
が
留
保
さ
れ
る
一
方
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ

ン
サ
』（
β
）
で
は
、
国
王
グ
ル
ー
プ
と
し
て
三
二
の
団
体
・
人
物
の

情
報
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
国
王
が
留
保
す
る
カ
バ
レ
リ
ア
も

二
五
〇
二
と
半
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ

ン
サ
』
で
き
わ
め
て
多
く
の
情
報
が
補
完
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実

の
と
こ
ろ
、
三
二
の
団
体
・
人
物
の
大
半
は
、
各
々
に
賦
与
さ
れ
た
カ

バ
レ
リ
ア
の
数
値
を
含
め
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

語
版
に
含
ま
れ
る
別
の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
に
記
さ
れ
た
情
報
と
対
応
す

る
の
で
あ
る（

（7
（

。
た
だ
、
両
リ
ス
ト
間
の
情
報
に
は
若
干
の
齟
齬
も
み
ら

リ
ス
ト
が
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
土
地
財
産
の
内
容
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
作

成
さ
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、（
β
）
は
（
α
）
と
別
系
統
で
作
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
作
成
時
に
す
で
に
（
α
）
と
の
合
冊
が
前

提
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、
同
様
の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
は
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配

記
録
』
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、
双
方
の
記
録
に
は
、
以
下
の
よ

う
に
複
数
の
相
違
点
が
み
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配

記
録
』
の
リ
ス
ト
は
、
題
辞
に
「
シ
ウ
タ
ッ
ト
の
攻
略
に
お
け
る
全
て

の
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
）
カ
バ
レ
リ
ア
の
目
録（

（7
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
一
二
二
九
年
の
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
の
、
と
り
わ
け
ラ
テ
ン
語

＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
に
反
映
さ
れ
た
全
島
分
割

の
大
枠
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
決
定
さ
れ
た
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
依
然
と
し
て
不
確
定
な
要
素
も
多
く
、
国
王
と
四
人
の
貴
族
を
代

表
と
す
る
征
服
参
加
者
ら
の
グ
ル
ー
プ
化
も
厳
密
に
は
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
。
他
方
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』（
β
）
の
場
合
、『
マ
リ
ョ
ル

カ
分
配
記
録
』
で
は
試
み
ら
れ
て
い
な
い
ア
ン
プ
リ
ア
ス
伯
と
ベ
ア
ル

ン
副
伯
を
代
表
と
す
る
グ
ル
ー
プ
化
（
セ
ク
シ
ョ
ン
Ｂ
ｃ
／
Ｂ
ｄ
）
も

含
め
て
、
先
の
五
人
を
代
表
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
そ
の
成
員
お
よ
び

カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
が
詳
細
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
マ
リ
ョ

ル
カ
分
配
記
録
』
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
で
記
録
さ
れ
て
い
る
各
グ

ル
ー
プ
に
割
り
当
て
ら
れ
た
農
村
部
の
ジ
ュ
ズ
が
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
末

尾
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の

カ
バ
レ
リ
ア
目
録
よ
り
も
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
に

意
が
注
が
れ
て
い
る
。
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結
論

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
、
一
三
世
紀
ア
ラ
ゴ

ン
連
合
王
国
で
編
纂
さ
れ
た
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
ラ
テ
ン
語
＝

ア
ラ
ビ
ア
語
版
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
（
そ
の
中
核
を
な
す
二
つ
の

カ
ッ
ブ
ラ
ウ
）
を
テ
ク
ス
ト
生
成
論
的
に
考
察
し
た
な
か
で
明
ら
か
に

し
た
こ
と
は
次
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
そ
の
編
纂
方
法

で
重
点
が
置
か
れ
た
の
は
、
つ
ね
に
現
状
に
そ
く
し
て
あ
た
ら
し
い
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
征
服
直
後
に
遡
る
情
報
を
先
行
す
る

書
か
れ
た
も
の
を
も
と
に
集
積
・
網
羅
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

一
見
す
る
と
内
部
管
理
の
た
め
の
実
務
性
に
ね
ざ
し
た
目
録
系
史
料

が
、
そ
の
財
産
所
有
の
法
的
根
拠
と
な
り
う
る
過
去
の
情
報
を
ま
る
ご

と
掌
握
す
る
よ
う
な
、
理
念
的
・
象
徴
的
な
機
能
を
も
同
時
に
備
え
え

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
検
討
し
た

『
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
生
成
過
程
と
そ
の
機
能
を

あ
ら
た
め
て
整
理
し
よ
う
。

　
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
大
部
分
を
な
す
（
α
）
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の

土
地
財
産
の
目
録
は
、
も
と
も
と
征
服
後
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
自
身
の
も
と

で
す
で
に
作
成
・
利
用
さ
れ
た
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
リ
ス
ト
内
で
用
い

ら
れ
る
領
域
区
分
は
征
服
後
あ
ら
た
に
志
向
さ
れ
た
空
間
編
成
に
そ
く

し
て
お
り
、
自
ら
の
領
域
支
配
を
理
念
的
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
網
羅
的
な
財
産
の
情
報
は
、

と
り
わ
け
騎
士
封
な
ど
特
定
の
数
量
に
も
と
づ
い
た
財
産
の
賦
与
と
の

関
係
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
保
有
者
情
報
の
管
理
の
た
め
に
用
い

れ
る
か
ら（

（7
（

、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』（
β
）
作
成
時
に
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分

配
記
録
』
に
お
け
る
二
つ
の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ

た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。い
ず
れ
に
せ
よ
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』

（
β
）
の
き
わ
め
て
秩
序
立
て
ら
れ
た
形
式
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
そ

の
作
成
目
的
は
、
そ
れ
ま
で
半
ば
無
秩
序
な
状
態
の
ま
ま
で
あ
っ
た
征

服
後
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
情
報
を
、
王
権
が
あ
ら
た
め
て
整
理
・
集
成
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
王
権
が
カ
バ
レ
リ
ア
の
情
報
を
求
め
た
の
は
、
そ

の
数
値
が
征
服
以
来
の
全
土
地
財
産
の
分
割
と
分
配
に
直
接
か
か
わ
っ

て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
王
権
は
同
リ
ス
ト
の
作
成

を
つ
う
じ
て
、
征
服
期
に
由
来
す
る
最
も
重
要
な
カ
バ
レ
リ
ア
の
情
報

を
質
的
に
補
完
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
し

た
網
羅
的
な
カ
バ
レ
リ
ア
の
情
報
の
整
理
が
、
先
の
（
α
）
に
お
け
る

ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
農
村
部
の
土
地
財
産
の
合
計
値
の
算
出
を
ふ
ま
え
て

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
王
権
が
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
編

纂
で
真
に
求
め
た
の
は
、
自
ら
に
帰
属
す
る
す
べ
て
の
土
地
財
産
を
あ

ら
た
め
て
数
値
と
い
う
形
で
把
握
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
が
、
一
方
で
は
既
存
の
記
録
そ
の
も

の
、
他
方
で
は
征
服
期
の
情
報
を
あ
ら
た
め
て
整
理
・
集
成
し
た
記
録

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
過
去
の
情
報
の
掌
握
が
編
纂
時
点
の
実
務
と
一
体

と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
な
に
よ
り
の
証
で
あ
ろ
う
。
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情
報
を
も
と
に
筆
写
、
ま
た
は
あ
ら
た
め
て
整
理
か
つ
集
成
す
る
と

い
っ
た
編
纂
方
法
は
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
そ
れ
と
非
常
に

よ
く
似
て
い
る
。『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
を
ふ
ま
え
た
全
体
の
構

成
か
ら
し
て
も
、
王
権
は
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
を
、『
マ
リ
ョ
ル
カ

分
配
記
録
』
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
二
つ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
の
延
長
線
上
に
置
く
か
の
よ
う

に
、
王
権
自
ら
に
帰
属
す
る
財
産
の
情
報
を
量
的
に
も
質
的
に
も
補
完

す
る
た
め
に
作
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
、『
ラ
メ
ン

ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
過
去
の
情
報
を
集
積
す
る
と
同
時
に
、
土
地
財
産
の

数
量
の
合
計
値
の
算
出
や
、
各
征
服
参
加
者
に
賦
与
さ
れ
た
カ
バ
レ
リ

ア
の
数
値
の
再
整
理
な
ど
、
総
じ
て
財
産
管
理
に
か
か
わ
る
数
値
の
記

録
に
意
が
注
が
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
リ
ス
ト
の
実
務
的
側
面
が
明
確

に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
一
三
世
紀
後
半
〜
一
四
世
紀
初

頭
に
編
纂
さ
れ
た
当
該
写
本
が
、同
時
代
の
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
豪
華
な
体
裁
に
は
お
よ
び
も
つ
か
な
い
ほ
ど
簡

素
な
形
式
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
書
冊
の
白
紙
箇
所
に
証
書
の
持
ち
出

し
記
録
と
い
う
き
わ
め
て
実
務
性
の
高
い
内
容
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
が
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
よ
う

な
記
念
碑
的
側
面
を
持
ち
あ
わ
せ
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
事
例
は
一
連
の
リ
ス
ト
の
実
務
性
か
理
念
性
か
、
い
ず
れ

か
を
強
調
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
編
纂
主
体
で
あ
る
王
権
に

と
っ
て
双
方
の
機
能
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
そ
れ
が
王
権
の
統
治
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
こ
そ
が
、
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ

ら
れ
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
だ
が
、
実
際
の
分
配
行
為
に
そ
く
し
て

あ
ら
た
な
情
報
に
更
新
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
征
服
の
報
酬
と
は
別
に

獲
得
し
た
土
地
が
追
加
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
ヌ

ノ
・
サ
ン
ス
が
征
服
直
後
か
ら
所
有
し
て
き
た
農
村
部
の
土
地
財
産
の

す
べ
て
の
情
報
を
蓄
積
す
る
た
め
の
記
録
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

次
な
る
生
成
の
局
面
が
、
ま
さ
に
王
権
に
よ
っ
て
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン

サ
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
段
階
で
あ
る
。
第
一
に
、（
α
）
に
該
当
す

る
先
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ス
ト
の
情
報
が
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
に
、
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
語
に
翻
訳
さ
れ
な
が
ら
筆
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

お
そ
ら
く
前
段
階
で
記
録
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
保
有
者
情
報
は

省
か
れ
る
一
方
、
列
挙
さ
れ
た
す
べ
て
の
土
地
財
産
の
合
計
の
数
値
が

あ
ら
た
に
算
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
リ
ス
ト
編
纂
時
に

求
め
ら
れ
た
情
報
が
、
そ
れ
ま
で
の
土
地
保
有
の
具
体
的
な
状
況
で
は

な
く
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
か
つ
て
の
所
領
を
構
成
す
る
財
産
の
名
称
と

そ
の
数
値
か
ら
な
る
網
羅
的
な
情
報
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
続
い
て
作
成
さ
れ
た
（
β
）
カ
バ
レ

リ
ア
目
録
も
、
求
め
ら
れ
た
の
は
整
理
か
つ
網
羅
さ
れ
た
カ
バ
レ
リ
ア

の
受
益
者
の
情
報
と
そ
の
数
値
で
あ
っ
た
。
実
際
、
カ
バ
レ
リ
ア
は
征

服
以
来
の
全
土
地
財
産
の
分
割
お
よ
び
分
配
に
直
接
か
か
わ
る
情
報
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
王
権
が
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
所
領
の
買
収
を
き
っ
か
け

に
、
あ
ら
た
に
マ
リ
ョ
ル
カ
の
直
接
支
配
や
財
政
基
盤
の
整
備
を
進
め

て
い
く
う
え
で
、
そ
の
法
的
根
拠
の
あ
り
か
と
し
て
求
め
た
情
報
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
編
纂
方
法
、
す
な
わ
ち
征
服
期
に
由
来
す
る
既
存
の
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ハ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
土
地
財
産
の
総
数
と
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
で

あ
っ
た
。こ
れ
ら
の
数
値
の
具
体
的
な
機
能
と
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、

稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

【
附
記
】�

本
稿
は
、
令
和
二
年
度
〜
令
和
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註（
1
）		

本
稿
で
使
用
さ
れ
る
略
記
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。A

RM
: 

A
rchivo del Reino de M

allorca; A
CA

: A
rchivo de la Corona 

de A
ragón; B

SA
L: B

oletín de la Sociedad A
rqueológoca 

Luliana; FRB: L. Pérez M
artínez, Corpus docum

ental balear. 
Reinado de Jaum

e I, Fontes R
erum

 Balearium
, Palm

a, 1977, 
pp. 1-112; D

M
SM

R
M

: Pau M
ora, Lorenzo A

ndrinal, 
D

iplom
atari del m

onestir de Santa M
aria de la R

eal de 
M

allora, I, Palm
a, 1982.

　
（
2
）		

一
九
世
紀
前
半
〜
中
頃
に
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
文
書
館
長
を
務
め
た

プ
ロ
ス
ペ
ロ
・
デ
・
ボ
フ
ァ
ル
ユ
・
イ
・
マ
ス
カ
ロ
ン
が
、
マ
リ
ョ
ル

カ
（
ラ
テ
ン
語
版
）、
バ
レ
ン
シ
ア
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

記
録
を
は
じ
め
て
「
分
配
記
録
」
の
名
称
で
公
刊
し
た
こ
と
が
そ
の
先

駆
け
で
あ
る
。Próspero de Bofarull y M

ascaró, Colección de 
D

ocum
entos Inéditos. V

olum
en X

I, R
epartim

ientos de los 
reinos de M

allorca, V
alencia y C

erdeña, Im
prenta del 

A
rchivo de la Corona de A

ragón, Barcelona, 1856. 

な
お
、
各

地
の
「
分
配
記
録
」
を
ま
と
め
て
取
り
上
げ
た
研
究
集
会
と
論
文
集
に

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。E

studi G
eneral 5-6, La form

ació i 

expansió del feudalism
 català, A

ctes del col-loqui organitzat 
pel Col-legi U

niversitari de G
irona (8-11 de gener de 1985), 

Girona, 1985-86; D
e al-A

ndalus a la Sociedad feudal: los 
repartim

ientos bajom
edievales, A

nuario de E
studios 

M
edievales A

nejo 25, Barcelona, 1990; R
epartim

ents a la 
Corona d

�Aragó (Segles X
II-X

III), V
alència, 2007.

　
（
3
）		A

ntoni M
as F

orners, R
icard Soto i C

om
pany, E

l 
R

epartim
ent de M

allorca: D
iversitat de fonts i d

�

interpretacions m
etrològiques, R

epartim
ents a la Corona d

�

A
ragó, p. 77.

　
（
4
）		

か
つ
て
リ
カ
ー
ル
・
ソ
ト
・
コ
ン
パ
ニ
は
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』

が
単
に
封
建
制
の
輸
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
反
映
さ
せ
た
理
念
的
な
産
物

に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
入
植
活
動
の
進
展
の
な
か
で
の
同
史
料
の
有
用

性
を
否
定
し
て
い
る
。R. Soto Com

pany, A
lguns casos de 

gestió colonial feudal a la M
allorca del segle X

III, E
studi 

G
eneral 5-6, pp. 345-369. 

同
様
の
限
界
は
、『
バ
レ
ン
シ
ア
王
国
分

配
記
録
』
で
も
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
尾
崎
明
夫
「『
バ
レ
ン

シ
ア
王
国
の
分
配
記
録
』に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」『
立
命
館
経
営
学
』

三
一
号
、
一
九
九
三
年
、
三
二
五
頁
。

　
（
5
）		P. Cateura Bennàsser, L

�Església de M
allorca en tem

ps de 
Jaum

e I, Jaum
e I C

om
m

em
oració del V

III centenari del 
naixem

ent de Jaum
e I, vol. II, Barcelona, 2013, p. 274; P. 

Pérez Pastor, 1230-1232. Reflexions a partir de la relectura 
del còdex llatinoaràbic del repartim

ent, BSA
L, 66, Palm

a, 
2010, pp. 21-22.

　
（
6
）		G. Rosselló Bordoy, E

l islam
 en las islas Baleares, Palm

a 
de M

allorca, 2007, pp. 31-33.

　
（
７
）		

『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
一
連
の
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と
捉
え
て
い
る
。M

. Barceló, Sobre la divisió adm
inistrative 

de M
ayūrqa, BSA

L, 36, 1978, M
allorca, p. 239.

　
（
13
）		

『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
一
三
世
紀
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
生
成
」
六
六
〜
六
七
頁
。

　
（
14
）		

『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ア
ラ
ビ

ア
語
テ
ク
ス
ト
（A

RM
, s/n, f. 37r

）
で
は
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
の

所
領
の
う
ち
、
半
分
は
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
が
留
保
し
、
四
分
の
一
は

ラ
モ
ン
・
バ
ラ
ン
ゲ
ー
、
残
る
四
分
の
一
は
さ
ら
に
三
分
割
さ
れ
、
そ

の
う
ち
の
三
分
の
二
が
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
に
分
与
さ
れ
て
い
る
。

　
（
15
）		

『
勲
功
録
』
第
三
章
、
一
一
三
項
。

　
（
16
）		

一
三
〇
四
年
に
編
纂
さ
れ
た
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
は
下
記
の
論
考
で
刊
行
さ

れ
て
い
る
。E. de K

. A
guiló, Capbreu ordenat l

�any 1304 dels 
establim

ents y donacions fets per D
on N

uno Sanç, de la 
seva porció, BSA

L, X
IV

-X
V

, Palm
a, 1912-1914.

　
（
17
）		A

. M
ut Calafell, G. Rosselló Bordoy, La R

em
enbrança, p. 

44.

　
（
18
）		

ジ
ャ
ウ
マ
一
世
は
、
一
二
四
二
年
一
月
に
作
成
さ
れ
た
第
二
の
遺
言

書
で
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
諸
伯
領
（
ル
サ
リ
ョ
、
ク
ン
フ
レ
ン
、
サ
ル
ダ
ー

ニ
ャ
、バ
ジ
ェ
ス
ピ
）
を
息
子
の
ペ
ド
ロ
に
遺
贈
す
る
と
し
て
い
る
。A

. 
M

ut Calafell, G. Rosselló Bordoy, La R
em

enbrança, p. 17; P. 
Cateura Benasser, La repoblació nobiliaria de M

allorca per 
N

uno Sans, H
istoriographie de la C

ouronne d

�Aragon, II, 
M

ontpellier, 1989, p. 102.
　
（
19
）		P. C

ateura B
ennàsser, Las cuentas de la colonización 

feudal (M
allorca, 1231-1245), E

n la E
spaña M

ediaval, 20, 
M

adrid, 1997, p. 67. 

な
お
、
一
二
四
二
年
に
編
纂
を
命
じ
ら
れ
た
カ

ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
内
容
は
、
一
三
〇
四
年
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。A

. M
ut Calafell, G. Rosselló 

翻
訳
事
業
に
つ
い
て
は
、Ibid., pp. 15-19.

　
（
8
）		

拙
稿
「
一
三
世
紀
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
の
生
成

―
財
産
目

録
の
複
合
性
と
象
徴
性

―
」『
史
学
研
究
』
三
〇
四
号
、二
〇
一
九
年
、

五
八
〜
九
〇
頁
。

　
（
9
）		R. T

oreton, R. V
inas, Le testam

ent de N
unó seigneur de 

Rossillon et de Cerdagne (17 décem
bre 1241), La R

oussillon 
et les B

aléares, Paris, 2017, 

§7, “e-Spania ” 28 (https://
journals.openedition.org/e-spania/27026) [consultado: 
25/12/2020].

　
（
10
）		

尾
崎
明
夫
、
ビ
セ
ン
ト
・
バ
イ
ダ
ル
訳
・
解
説
『
征
服
王
ジ
ャ
ウ
メ

一
世
勲
功
録

―
レ
コ
ン
キ
ス
タ
軍
記
を
読
む
』
京
都
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
〇
年
（
原
著
一
九
九
一
年
）、
第
三
章
、
五
〇
〜
五
四
項
。
バ

ル
セ
ロ
ー
ナ
の
コ
ル
ツ
で
決
定
さ
れ
た
内
容
は
証
書
で
も
伝
来
し
て
い

る
。FRB, doc. 3 (1228, X

II, 23).

　
（
11
）		

ソ
ト
・
コ
ン
パ
ニ
は
、
国
王
と
並
ん
で
征
服
地
分
割
の
代
表
者
と
な
っ

た
四
人
の
聖
俗
貴
族
は
あ
く
ま
で
も
「
軍
隊
長
」（caps de fila

）
に

す
ぎ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。R. Soto Com

pany, Repartim
ent i « 

Repartim
ents »: L

�ordenació d

�un espai de colonització feudal 
a la M

allorca del segle X
III, D

e al-A
ndalus a la Sociedad 

feudal, p. 11.

　
（
12
）		

『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
ラ
テ
ン
語
＝
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
ア
ラ
ビ

ア
語
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
ジ
ュ
ズ
と
し
て
扱
わ
れ
る
北
東
部
の
ア
ル
・

ブ
ハ
イ
ラ
は
、
都
市
領
域
と
同
様
に
国
王
と
四
人
の
貴
族
で
分
割
さ
れ

た
領
域
で
あ
る
が
、
ジ
ュ
ズ
に
由
来
す
る
領
域
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
同

史
料
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
リ
ス
ト
（
こ
こ
で
は
王
領
地
の
み
）

に
は
一
切
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ジ
ュ
ズ
の
数
は
こ
れ
を
除

い
た
一
二
と
み
な
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
ミ
ケ
ル
・
バ
ル
セ
ロ
は

あ
く
ま
で
も
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
に
従
っ
て
こ
れ
を
ジ
ュ
ズ
の
一
つ
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れ
た
文
書
の
持
ち
出
し
記
録
の
う
ち
の
最
後
の
記
録
（
一
二
六
三
年
五

月
一
一
日
）
か
ら
想
定
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
（
28
）		A
. M

ut Calafell, G. Rosselló Bordoy, La R
em

enbrança, p. 
43; P. Pérez Pastor, M

allorca, 1230-1232., p. 14.

　
（
29
）		

ジ
ョ
バ
ー
ダ
（jovada 

カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
で
は
ユ
ガ
ー
ダ

（yugada

））
は
一
般
に
二
頭
立
て
の
雄
牛
で
一
日
に
犂
耕
さ
れ
る
面
積

を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
実
測
値
は
異
な
る
が
、

マ
リ
ョ
ル
カ
の
場
合
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』（
と
く
に
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
語
版
）
の
土
地
の
測
量
に
か
か
わ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
に
記
さ
れ
た
国

王
の
腕
の
長
さ
を
基
準
と
し
て
、
結
果
的
に
一
ジ
ョ
バ
ー
ダ
＝

一
一
・
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
数
値
が
導
か
れ
て
い
る
。
マ
リ
ョ
ル
カ
に

お
け
る
土
地
面
積
の
寸
法
を
扱
っ
た
論
考
は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ

る
。P. Pérez Pastor, D

e jovades i quarterades. A
m

idam
ents 

i equivalènvies a partir de la relectura del Llibre del 
Repartim

ent de la porció reial de M
allorca (s. X

III), E
studis 

d

�historia agraria, 22, Barcelona, 2009, pp. 165-179; A
. M

. 
Forners, R. Soto Com

pany, El Repartim
ent de M

allorca.

　
（
30
）		

『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
、
冒
頭
の
題
辞
に
「
…
ア
ル
ケ
リ
ア
の

名
前
と
そ
の
ジ
ョ
バ
ー
ダ
」
と
記
さ
れ
る
一
方
、
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ

ル
の
数
と
そ
の
面
積
の
合
計
値
が
表
さ
れ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
の
末
尾

で
は
、
基
本
的
に
「
合
計
ラ
ハ
ルX

、
ジ
ョ
バ
ー
ダY

」（Sum
a 

rafals X
 et jovadas Y

）
と
記
さ
れ
る
。
後
者
の
形
式
は
一
見
す
べ

て
の
情
報
が
ラ
ハ
ル
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
記
録

さ
れ
た
地
名
を
同
時
代
の
証
書
に
記
さ
れ
た
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
明

ら
か
に
ア
ル
ケ
リ
ア
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も
数
多
く
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
区
別
が
曖
昧
な
点
は
、『
ラ
メ
ン

ブ
ラ
ン
サ
』
の
簡
素
な
形
式
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
当
時
の
編
纂
者
が
理
念
上
こ
れ
ら
の
地
目
を
ど
の
よ
う
に
区

Bordoy, La R
em

enbrança, p. 39. 

こ
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
の
内
容
は
ほ

と
ん
ど
が
シ
ウ
タ
ッ
ト
に
お
け
る
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
土
地
財
産
に
か
か

わ
る
情
報
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
一
二
四
二
年
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

ル
の
内
容
も
お
そ
ら
く
シ
ウ
タ
ッ
ト
の
財
産
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
20
）		

半
島
の
諸
伯
領
は
も
と
も
と
終
身
贈
与
で
あ
っ
た
た
め
王
権
に
自
動

的
に
返
還
さ
れ
た
が
、
マ
リ
ョ
ル
カ
と
ア
イ
ビ
ッ
サ
の
所
領
に
か
ん
し

て
は
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
遺
言
執
行
人
が
自
由
裁
量
の
も
と
で
国
王
ジ
ャ

ウ
マ
一
世
に
売
却
す
る
形
を
と
っ
た
。P. Cateura Bennàsser, Las 

cuentas de la colonización feudal, p. 66.

　
（
21
）		Ibid., pp. 71-78. 

　
（
22
）		A

CA
, Cancillería, V

aria 455. 
本
稿
で
は
、
ア
ン
ト
ニ
・
ム
ッ
ト
・

カ
ラ
フ
ェ
ル
と
ギ
リ
ェ
ム
・
ル
サ
リ
ョ
・
ボ
ル
ド
イ
に
よ
っ
て
刊
行
さ

れ
た
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
を
用
い
る
。A

. M
ut Calafell, G. Rosselló 

Bordoy, La R
em

enbrança, pp. 100-177.

　
（
23
）		

こ
の
点
は
ム
ッ
ト
・
カ
ラ
フ
ェ
ル
と
ル
サ
リ
ョ
・
ボ
ル
ド
イ
に
よ
っ

て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。Ibid., p. 43.

　
（
24
）		

二
〇
葉
裏
か
ら
二
四
葉
裏
に
記
さ
れ
た
一
連
の
記
録
に
つ
い
て
は
、

Rafael Conde, D
elgado de M

olina, R
eyes y archivos en la 

Corona de A
ragón, Siete siglos de reglam

entación y praxis 
archivística (siglo X

II- X
IX

), Zaragoza, 2008, doc. 4.

　
（
25
）		Ibid., doc. 34.

　
（
26
）		Ibid., p. 30.

　
（
27
）		

『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
現
写
本
に
は
、
一
八
世
紀
と
一
九
世
紀
の

文
書
館
員
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
二
つ
の
目
録
が
存
在
し
て
お
り
、
い
ず

れ
も『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』を
一
二
六
三
年
の
記
録
と
同
定
し
て
い
る
。

A
. M

ut Calafell, G. Rosselló Bordoy, La R
em

enbrança, p. 28. 

だ
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
年
代
は
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の
続
き
に
記
さ
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や
斜
面
を
意
味
す
る
サ
ナ
ド
（sanad

）
に
由
来
す
る
も
の
と
想
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
征
服
後
に
あ
ら
た
に
付
さ
れ
た

名
称
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。A

. M
ut Calafell, G. Rosselló 

Bordoy, La R
em

enbrança, p. 101; p. 103.

　
（
36
）		

『
勲
功
録
』
第
三
章
、
七
二
項; Jordi Burguera, Llibre dels fets 

del rei en Jaum
e, Barcelona, 1991, II, 72.

　
（
37
）		FRB, doc. 101 (1232, II, 16).

　
（
38
）		

こ
れ
ら
を
指
標
と
す
る
理
由
は
、
本
文
中
で
示
す
年
代
以
前
に
も
、

そ
の
領
域
の
名
称
の
み
が
ほ
か
の
史
料
で
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め

で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
述
す
る
プ
レ
ラ
ス
の
領
域
に
か
ん
し
て
は
、

一
二
四
五
年
の
バ
イ
リ
ウ
ス
に
よ
る
支
出
の
帳
簿
の
な
か
で
大
麦
の
運

搬
費
が
言
及
さ
れ
る
際
に
、
そ
の
出
荷
地
と
し
て
す
で
に
フ
ェ
ラ
ニ
チ

と
並
ん
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。P. Cateura Bennasser, Las 

cuentas de la colonización feudal, f. 11r., « Item
 costaren 

CCCV
II quarteres d

�ordi, qui vengren de Porreres e de 
Felinig

… ». 

お
そ
ら
く
プ
レ
ラ
ス
の
名
称
は
一
二
三
〇
年
以
降
フ
ェ
ラ

ニ
チ
の
領
域
の
ペ
サ
ラ
チ
の
ア
ル
ケ
リ
ア
を
所
有
し
た
ギ
リ
ェ
ム
・
ダ
・

プ
レ
ラ
な
る
人
物
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的

な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。R. Rosselló V

aquer, Porreres en el 
segle X

III, M
allorca, 1974, p. 7. 

　
（
39
）		R. Rosselló V

aquer, C
am

pos en el segle X
III, M

allorca, 
1974, p. 15 (1236).

　
（
40
）		R. Rosselló V

aquer, Porreres, nº5 (1252, III, 6). 
　
（
41
）		R. Rosselló V

aquer, Felanitx a la segona part del segle 
X

III, Felanitx, 1973, nº15 (1259, IX
, 11).

　
（
42
）		
た
だ
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
・
ア
ル
ア
フ
ワ
ー
ズ
は
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配

記
録
』
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
、
農
村
領
域
の
分
割
基
準
と

な
っ
た
ジ
ュ
ズ
の
一
つ
と
し
て
も
扱
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
テ

別
・
認
識
し
て
い
た
か
を
知
る
う
え
で
重
要
な
指
標
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　
（
31
）		P. C

ateura B
ennàsser, Las cuentas de la colonización 

feudal, p. 78.

　
（
32
）		Ibid., f. 2r., « A

nno D
om

ini m
illesim

o CCº X
Lº quinto. 

R
em

enbransa de les dades dels diners que n B
lasco a 

dades. »; f. 10r., « A
nno D

om
ini m

illessim
o CCX

L quinto. 
Rem

enbransa que fas jo en Blasco que costa lo blat de porta 
ren la ciutat d

�aquests term
ens, qui davals son seritz. ».

　
（
33
）		

同
氏
族
は
マ
リ
ョ
ル
カ
島
北
部
ブ
ニ
ョ
ラ
の
渓
谷
に
お
い
て
も
、
水

を
優
先
的
に
確
保
で
き
る
山
頂
付
近
に
ベ
ニ
フ
ォ
ラ
ニ
（Beniforani

）

と
称
せ
さ
れ
る
ア
ル
ケ
リ
ア
を
設
け
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ
と
キ
ル
ヒ

ナ
ー
に
よ
る
島
内
の
水
利
考
古
学
研
究
は
、M

. Barceló, H
. 

K
irchner, T

erra de Falanis, Felanitx quan no ho era, 
A

ssentam
ents andalusins al territori de Felanitx, Palm

a, 1995; 
H

. K
irchner, La construcció de l

�espai pages a M
ayūrqa: les 

valls de B
unyola, O

rient, C
oanegra i A

laró, Palm
a de 

M
allorca, 1997. 

　
（
34
）		

こ
の
場
合
も
含
め
イ
ス
ラ
ー
ム
期
マ
リ
ョ
ル
カ
に
お
け
る
ヒ
ス
ン

は
、
半
島
の
事
例
と
は
異
な
り
、
農
村
集
落
の
空
間
編
成
に
影
響
を
お

よ
ぼ
す
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
有
事
の
際
の
避
難
所
と
し
て
機
能

し
て
い
た
だ
け
の
潜
在
的
な
役
割
を
も
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
さ
れ

る
。H

. K
irchner, H

usūn y A
lqueria cam

pesinas en las islas 
orientales de al-A

ndalus, L

� incastellam
ento: confronto fra 

società feudale e non feudale nel M
editerraneo occidentale, 

Rom
a, 1993, p. 262; M

. Barceló, H
elena K

irchner, T
erra de 

Falanis, pp. 46-47.

　
（
35
）		

サ
ン
ト
ゥ
エ
リ
の
名
称
は
、
従
来
「
サ
ン
」
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
高
地
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ア
ル
・
ヤ
ー
ビ
ス
（al-w

ādī al y ābis 

ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
乾
い
た
渓
谷
」

の
意
）
と
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
カ
テ
ィ
ン
の
領
域
は
現
在
の
プ
ラ
・
ダ
・

サ
ン
・
ジ
ョ
ル
デ
ィ
、
リ
ウ
の
領
域
は
現
在
の
パ
ル
マ
東
部
ソ
ン
・
フ
ェ

リ
オ
リ
と
そ
の
周
辺
に
同
定
さ
れ
て
い
る
。G. Rosselló Bordoy, E

l 
Islam

 en las Islas B
aleares M

allorca m
usulm

ana según la 
R

em
enbrança

…de N
unyo Sanç y el R

epartim
ent

…de 
M

allorca, M
allorca, 2007, pp. 67-68; p. 220.

　
（
45
）		R. Soto Com

pany, La porció de N
unó Sanç Repartim

ent i 
repoblació de les terres del Sud-est de M

allorca, A
fers, 18, 

Catarroja, 1994, pp. 349-350; Repartim
ent i « Repartim

ents », 
p. 36.

　
（
46
）		

一
二
三
〇
年
に
は
す
で
に
境
界
標
識
と
し
て
「
ム
ソ
の
ア
ル
ケ
リ
ア

の
近
く
ま
で
延
び
る
道
」
の
文
言
が
み
ら
れ
る
。FRB, nº17 (1230, 

III, 31). 

　
（
47
）		A

. M
ut Calafell, G. Rosselló Bordoy, La R

em
enbrança, p. 

83.

　
（
48
）		

ソ
ト
・
コ
ン
パ
ニ
は
、
マ
リ
ョ
ル
カ
王
国
文
書
館
の
国
王
文
書
庫

（Escrivania Cartes Reial

）の
一
連
の
証
書
群
に
お
い
て「
パ
ル
テ
ィ

ダ
」
の
用
語
は
入
植
者
間
で
土
地
を
分
割
す
る
際
に
用
い
ら
れ
、
領
域

的
に
一
定
の
正
確
さ
を
有
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。R. Soto 

Com
pany, La porció de N

unó Sanç, p. 354.

　
（
49
）		

ル
サ
リ
ョ
・
ボ
ル
ド
イ
は
も
う
一
つ
の
説
と
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で

亀
裂
や
割
れ
目
を
意
味
す
る
ク
ス
ー
ル
（ku ṣūr

）
に
由
来
す
る
可
能

性
を
掲
げ
て
い
る
。G. Rosselló Bordoy, E

l Islam
 en las Islas 

Baleares, p. 250. 

　
（
50
）		Ibid., p. 247.

　
（
51
）		G. Rosselló Bordoy, E

l Islam
 en las Islas Baleares M

allorca 
m

usulm
ana, p. 243. 

一
二
六
四
年
に
は
「
カ
ン
プ
ス
の
領
域
に
あ
る

ク
ス
ト
の
農
村
領
域
の
分
与
の
項
目
で
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
に
分
与

さ
れ
た
領
域
は
「
ア
ル
ア
フ
ワ
ー
ズ
」
の
一
部
（
主
に
西
部
と
東
部
の

一
部
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
司
教
は
、

都
市
領
域
（
ア
ル
ア
フ
ワ
ー
ズ
）
の
分
与
の
項
目
で
も
八
分
の
一
の
土

地
財
産
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ジ
ュ
ズ
と
し
て
の
ア

フ
ワ
ー
ズ
と
、
国
王
と
四
人
の
貴
族
で
分
割
さ
れ
る
ア
フ
ワ
ー
ズ
（
ま

さ
に『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』に
お
け
る
都
市
領
域
）は
、厳
密
に
は
異
な
っ

て
い
る
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
む
ろ
ん
、
後
者
の
ア
フ
ワ
ー
ズ

は
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
で
す
で
に
具
体

的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
攻
略
後
に

ジ
ュ
ズ
と
し
て
の
ア
ル
ア
フ
ワ
ー
ズ
か
ら
分
割
内
容
の
決
定
の
た
め
に

早
急
に
分
化
・
画
定
さ
れ
た
領
域
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
（
43
）		

『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
に
記
さ
れ
た
内

容
は
あ
く
ま
で
も
境
界
画
定
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
ア
ル
ケ
リ
ア
と

ラ
ハ
ル
が
す
べ
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
た
と
え

ば
「
…
ラ
ハ
ル
・
イ
ブ
ン
・
ナ
ビ
ー
ラ
・
イ
ブ
ン
・
フ
ァ
ラ
イ
の
最
果

て
ま
で
、
そ
れ
は
ラ
ハ
ル
・
ア
カ
ー
バ
と
ム
ン
ヤ
・
ア
ル
・
ガ
ー
ジ
ー

と
隣
接
し
て
い
る
。
そ
し
て
北
方
は
ラ
ハ
ル
・
サ
ー
リ
フ
の
最
果
て
に

続
い
て
、
土
地
の
境
界
線
ま
で
」（A

RM
, s/n, f. 30v.

）
の
文
言
に
含

ま
れ
る
四
つ
の
ラ
ハ
ル
ま
た
は
類
似
の
空
間
で
あ
る
ア
ル
ム
ニ
ア
（al-

m
unya 

ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
庭
園
」
の
意
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
ラ
メ
ン

ブ
ラ
ン
サ
』
セ
ク
シ
ョ
ン
Ａ
ａ
で
ラ
ハ
ル
・
ア
ベ
ン
・
ナ
ビ
ラ
（Rafal 

A
ben N

abilla

）、
ア
ラ
フ
ァ
ル
・
デ
・
ラ
・
カ
バ
（A

rafal de la 
Cava

）、ム
ニ
ア
・
ア
ル
ガ
ジ（M

uniat A
lgazi

）、ラ
ハ
ル
・
サ
レ（Rafal 

Çale

）
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
情
報
は
お
お
む
ね
対
応
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
44
）		

『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（A

RM
, s/n, f. 

32r.

）
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
カ
テ
ィ
ー
ン
（Q

a ṭīn

）
と
ア
ル
・
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
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（
一
〇
〇
ジ
ョ
バ
ー
ダ
の
名
目
を
満
た
す
た
め
に
追
加
さ
れ
た
内
容
）

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
に
お
け
る

ナ
ク
ラ
（nacla 

六
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）、
ア
ン
マ
ブ
（anm

ab 

二
ジ
ョ
バ
ー

ダ
）と
、カ
ン
プ
ス
の
領
域
に
お
け
る
ベ
ニ
オ
マ
ル（beniom

ar 

三
ジ
ョ

バ
ー
ダ
）、
ベ
ニ
ア
マ
ン
デ
ィ
（beniam

andi 

四
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）、
ラ

ハ
ル
・
マ
ク
セ
ン
（raffallo m

acsen 

二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
カ
ン
プ
ス
の
領
域
の
三
つ
の
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
は
、
並

列
で
は
な
く
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
と
面
積
が
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』

セ
ク
シ
ョ
ン
Ｅ
ａ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
証
書
作
成
時
に

リ
ス
ト
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
だ
が
、
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域

の
二
つ
に
か
ん
し
て
は
、
ナ
ク
ラ
に
相
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
ア
ル
ケ

リ
ア
が
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
二
つ
（
三
四
四
番 A

nacla

ま
た
は

四
八
八
番A

nacla

）
あ
る
一
方
、
ア
ン
マ
ブ
と
同
定
で
き
る
ラ
ハ
ル
は

み
あ
た
ら
な
い
。

　
（
59
）		

一
二
三
一
年
、
ア
レ
マ
ニ
ー
・
サ
ド
ア
が
エ
ス
ポ
ル
ラ
ス
の
渓
谷
に

位
置
す
る
ビ
リ
ャ
イ
シ
ャ
メ
ネ
ス
（V

illaycham
enez 

『
ラ
メ
ン
ブ
ラ

ン
サ
』
三
一
三
番Beni Sam

el

の
聞
き
誤
り
か
）
と
呼
ば
れ
る
ア
ル

ケ
リ
ア
の
半
分
を
、
ラ
モ
ン
・
ト
ン
シ
ら
三
人
の
家
士
に
貸
与
し
て
い

る
。FRM

, doc. 94 (1231, X
II, 23). 

お
そ
ら
く
シ
ト
ー
会
修
道
院
に

寄
進
す
る
土
地
財
産
の
決
定
後
で
あ
る
一
二
三
三
年
に
、
あ
ら
た
め
て

こ
の
ア
ル
ケ
リ
ア
も
封
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
（
60
）		D

M
SM

RM
, doc. 4 (1233, II, 28).

　
（
61
）		

二
人
の
入
植
者
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
バ
ル
ナ
ッ
ト
・
バ
ル
ト
メ
ウ

は
そ
の
後
モ
ス
ク
を
意
味
す
る
名
称
を
伴
っ
て
、
バ
ル
ナ
ッ
ト
・
ダ
・

メ
ス
キ
ー
ダ
（Bernat de M

esquida

）
と
姓
を
変
え
て
い
る
。P. 

Pérez Pastor, Les cavalleries arm
ades de N

unyo Sanç a 
Porreres: dotació, atribucions i règim

 de tinença (s. X
III-

ア
ル
ケ
リ
ア
・
ビ
ニ
ョ
ラ
の
中
の
、
石
の
パ
レ
で
囲
ま
れ
た
菜
園
」
な

る
文
言
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
文
言
で
は
、
パ
レ
の
語
が
明
ら
か
に
囲
い

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。R. Rosselló V

aquer, Cam
pos en el 

segle X
III, M

allorca, p. 27 (1264, V
II, 21).

　
（
52
）		

た
と
え
ば
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
に
記
録
さ
れ
た
ラ
ハ
ル
・
ア
ル

ガ
ル
（Rafal A

lgar

）
は
、
隣
接
す
る
二
つ
の
ラ
ハ
ル
と
と
も
に
リ
ケ

ル
家
兄
弟
に
分
与
さ
れ
た
こ
と
で
、一
二
三
九
年
に
は
す
で
に
エ
ル
ス
・

リ
ケ
ル
（Els Riquer
）
の
名
称
で
知
ら
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
、

一
二
三
七
年
の
ル
ジ
ャ
ス
ト
ラ
ル
（Luyastral

）、
一
二
四
六
年
の
ラ

ハ
ル
・
デ
ル
・
ポ
ル
ク
ス
（Rafal dels Porcs

）
な
ど
の
地
名
が
証
書

で
言
及
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
同
定
さ
れ
な

い
。A

. M
ut Calafell, G. Rosselló Bordoy, La R

em
enbrança, p. 

79.

　
（
53
）		

『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
に
記
録
さ
れ
た
地
名
の
語
源
の
カ
テ
ゴ
リ
と

そ
の
数
に
つ
い
て
は
、Ibid., pp. 49-84.

　
（
54
）		FRB, doc. 101.

　
（
55
）		

『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、Beni dartz
（
ベ
ニ
ダ
ル
ス 

一
二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）、Beni Çale

（
ベ
ニ
・
サ
レ 

二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）、

A
lcaçar

（
ア
ル
カ
サ
ル 

七
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）
に
同
定
さ
れ
る
。
一
つ
の

ア
ル
ケ
リ
ア
ま
た
は
ラ
ハ
ル
が
、
複
数
の
人
物
の
間
で
ジ
ョ
バ
ー
ダ
の

単
位
で
分
割
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
で
も
数
多

く
み
ら
れ
る
。

　
（
56
）		BSA

L, X
IIII, nºIX

 (1239, V
III, 22).

　
（
57
）		

ペ
サ
ラ
チ
の
ア
ル
ケ
リ
ア
に
つ
い
て
は
前
註
三
八
参
照
。
な
お
、

一
二
三
八
年
に
は
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
家
士
フ
ァ
レ
ー
・
ダ
・
オ
ル
セ
ッ

ト
に
譲
与
さ
れ
て
い
る
。R. Rosselló V

aquer, Porreres, p. 7.

　
（
58
）		

ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
が
マ
リ
ョ
ル
カ
司
教
に
寄
進
し
た
土
地
財
産
の
う
ち
、

こ
こ
で
は
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
い
な
い
ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
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Pastor, La cavalleries arm
ades de N

unyo Sanç a Porreres, p. 
74.

　
（
67
）		

ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
死
後
の
一
二
四
二
年
四
月
に
は
、
国
王
プ
ロ
ク
ラ

ド
ー
ル
、
バ
ル
ナ
ッ
ト
・
オ
ル
セ
ッ
ト
（
か
つ
て
の
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の

プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル
）
が
、
フ
ェ
ラ
ニ
チ
の
領
域
の
ア
ル
ボ
カ
セ
ル

（A
lbocàcer

）、
ベ
ニ
マ
ル
テ
ィ
（Benim

arti

）、
ア
ル
ゴ
レ
フ
ァ

（A
lgorefa

）、
ベ
ニ
ギ
ン
ブ
ラ
（Benigim

bla

）
の
ア
ル
ケ
リ
ア
の
中

に
あ
る
ラ
ハ
ル
を
分
配
さ
れ
、
入
植
を
進
め
て
い
る
。R. Rosselló 

V
aquer, Felanitx a m

itjan segle X
III, doc. 28 (1242, IV

, 5). 

こ

の
よ
う
に
ア
ル
ケ
リ
ア
を
単
位
と
し
た
土
地
の
分
配
は
そ
の
後
も
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
か
な
ら
ず
し
も
す
べ
て
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ

ン
サ
』
に
含
ま
れ
る
名
称
で
は
な
い
か
ら
、
分
配
時
に
リ
ス
ト
が
参
照

さ
れ
た
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
68
）		

と
く
に
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
に
記
録
さ
れ
た
カ
ロ
ス
お
よ
び
ラ

モ
ン
・
ダ
・
サ
ン
マ
ル
テ
ィ
か
ら
購
入
し
た
土
地
財
産
は
、『
マ
リ
ョ

ル
カ
分
配
記
録
』
に
お
け
る
各
々
の
情
報
と
、
領
域
ご
と
で
配
列
が
ほ

と
ん
ど
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
と
彼
ら
と
の
土

地
の
取
引
に
お
い
て
、
直
接
的
で
あ
れ
、
間
接
的
で
あ
れ
、『
マ
リ
ョ

ル
カ
分
配
記
録
』
が
関
係
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　
（
69
）		A

RM
, s/n, f. 18r.: « A

lqueria Q
uelber, X

V
 jo est Bg. F. 

barch et de istis recuperate dom
inus R

ex V
II jo et 

rem
anent illi Bg V

III jo et dat eas M
artino Ferrandi de 

Infante. ».
　
（
70
）		

ペ
レ
ス
・
パ
ス
ト
ー
ル
は
こ
の
所
見
か
ら
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
の

生
成
自
体
が
一
二
三
九
年
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。P. Pérez 

Pastor, Sobre el poblam
ent m

usulm
à d

�alm
allutx. U

n exerci 
de localització d

�algunes alqueries i rafals del jûz de les 
m

untanyes de M
allorca, V

II Jornades d

�estudis locals de 

X
IV

), A
ctes de les V

I jornades d

�estudis locals, Porreres, 
2017, p. 70; p. 73

　
（
62
）		
ペ
レ
ス
・
パ
ス
ト
ー
ル
は
無
名
の
ラ
ハ
ル
を
エ
グ
ル
リ
ャ
ッ
チ

（Egrullax

）
と
同
定
し
て
い
る
。Ibid., pp. 72-73.

　
（
63
）		D

M
SM

RM
, doc. 3 (1233, IX

, 13).

　
（
64
）		D

M
SM

R
M

, doc. 6 (1233, V
I, 10): « villam

 nostram
 de 

Sportulis et alqueriam
 que est juxta illam

, nom
ine A

lpich ad 
construendum

 et constituendum
 m

onasterium
 Cisterciensis 

ordinis

…Que quidem
 villa et alqueria affrontat ex tribus 

partibus, in honore Reim
undi Berengarii de A

ger, ex quarta 
vero parte, scilicet ab oriente, affrontat ipsa villa in collem

 
qui est inter predictum

 honorem
 et alqueriam

 de A
lcaser. ». 

こ
の
証
書
の
寄
進
内
容
の
大
半
は
、
同
修
道
院
の
拠
点
と
な
る
ラ
・
レ

ア
ル
が
寄
進
さ
れ
た
一
二
三
九
年
六
月
三
〇
日
の
文
書
（D

M
SM

RM
, 

doc. 15

）
で
も
あ
ら
た
め
て
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　
（
65
）		

同
文
書
で
寄
進
対
象
と
さ
れ
て
い
る
マ
ナ
コ
ル
の
領
域
に
つ
い
て
も

同
様
に
具
体
的
な
隣
接
物
の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
（
66
）		P. Cateura Benasser, La repoblació nobiliaria de M

allorca 
per N

uno Sans, p. 102. 

実
際
、
一
三
〇
四
年
の
カ
ッ
ブ
ラ
ウ
で
は
、

一
二
三
二
年
八
月
二
二
日
か
ら
二
〇
ジ
ョ
バ
ー
ダ
を
単
位
と
す
る
土
地

財
産
の
賦
与
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
具
体
的
な
ア

ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
名
称
は
記
録
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
な
お
、

最
も
明
確
な
事
例
は
、
一
二
三
八
年
一
〇
月
、
騎
士
バ
ル
ド
ビ
・
ダ
・

サ
ミ
に
対
し
て
一
騎
の
軍
事
奉
仕
と
引
き
換
え
に
賦
与
さ
れ
た
、
フ
ェ

ラ
ニ
チ
の
領
域
の
ア
ル
ケ
リ
ア
・
セ
ノ
ビ
ア
（
一
二
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）、

カ
ン
プ
ス
の
領
域
の
ア
ル
ケ
リ
ア
・
ト
ル
マ
リ
ナ
（
四
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）、

ア
ル
ケ
リ
ア
・
ア
セ
ン
（
四
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
ア
ル

ケ
リ
ア
も
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。P. Pérez 
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纂
を
国
王
財
産
の
経
済
的
な
管
理
実
践
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。	

P. Cateura Bennàsser, Las cuentas de la colonización feudal, 
p. 78. 

　
（
75
）		A

RM
, s/n, f. 19r., « M

em
oriale de om

nibus [christianorum
] 

caballarias que fuerunt in captione Ciutatis M
aioricarum

. ».

　
（
76
）		

『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
に
お
け
る
も
う
一

つ
の
カ
バ
レ
リ
ア
目
録
に
は
、
国
王
麾
下
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
都
市

共
同
体
と
貴
族
ら
の
カ
バ
レ
リ
ア
の
数
値
が
無
秩
序
な
状
態
で
記
録
さ

れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
の
生
成
』

六
九
〜
七
二
頁
。

　
（
77
）		

『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
も
う
一
つ
の
カ

バ
レ
リ
ア
目
録
の
み
で
み
ら
れ
る
貴
族
お
よ
び
都
市
共
同
体
が
五
件
あ

る
と
同
時
に
、『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』（
β
）
の
み
に
記
録
さ
れ
た
情
報

も
六
件
あ
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ト
間
の
情
報
の
齟
齬
は
、
お
そ
ら
く
時

間
の
経
過
に
伴
う
情
報
の
部
分
的
な
変
更
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
・　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
）

Sóller i Fornalutx, Sóller, 2013, pp. 247-250. 

だ
が
、
彼
は
征
服

に
よ
る
報
酬
分
の
財
産
と
の
ち
に
獲
得
し
た
財
産
と
の
時
間
差
を
考
慮

し
て
い
な
い
。

　
（
71
）		
マ
リ
ョ
ル
カ
司
教
へ
の
寄
進
を
含
め
た
一
二
三
九
年
に
お
け
る
リ
ス

ト
の
利
用
は
、
一
二
三
三
年
以
降
離
島
し
、
同
年
に
再
び
戻
っ
て
き
た

ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
動
向
と
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
72
）		

仮
に
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
存
命
中
に
全
財
産
の
合
計
値
が
算
出
さ
れ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
一
二
三
九
年
の
マ
リ
ョ
ル
カ
司
教
へ
の
寄
進
が
そ
の

契
機
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
い
う
の
も
、
マ
リ
ョ
ル
カ
司
教
座

確
立
に
伴
い
国
王
や
そ
の
ほ
か
の
聖
俗
貴
族
ら
は
基
本
的
に
自
ら
の
財

産
の
一
〇
分
の
一
を
寄
進
す
る
こ
と
を
司
教
に
約
束
し
て
お
り
、ヌ
ノ
・

サ
ン
ス
も
そ
の
た
め
に
網
羅
的
な
情
報
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
寄
進
文
書
で
は
、
寄
進
す

る
財
産
が
自
身
の
所
有
財
産
の
一
〇
分
の
一
に
相
当
す
る
こ
と
は
明
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
一
〇
〇
ジ
ョ
バ
ー
ダ
の
数
値
が
挙
げ
ら

れ
る
の
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
数
値
は
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』

に
記
録
さ
れ
た
全
ジ
ョ
バ
ー
ダ
（
二
五
二
三
ジ
ョ
バ
ー
ダ
）
の
一
〇
分

の
一
に
も
対
応
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
司
教
へ
の
寄
進
内
容
の
決

定
と
合
計
値
の
算
出
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
か
な
ら
ず
し
も
で
き
な

い
。

　
（
73
）		

実
際
、『
マ
リ
ョ
ル
カ
分
配
記
録
』
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
版
の
リ
ス
ト

（A
RM

, nº18, ff. 49r-69r.

）
に
お
い
て
も
、
領
域
ご
と
で
は
あ
る
が
、

ア
ル
ケ
リ
ア
と
ラ
ハ
ル
の
数
と
面
積
の
合
計
値
の
算
出
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。

　
（
74
）		

カ
テ
ウ
ラ
・
ベ
ナ
セ
ー
は
、
王
権
に
よ
る
『
ラ
メ
ン
ブ
ラ
ン
サ
』
編

纂
と
経
済
的
側
面
と
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
て
は
い

な
い
も
の
の
、
ヌ
ノ
・
サ
ン
ス
の
死
後
に
シ
ウ
タ
ッ
ト
で
彼
が
所
有
し

て
い
た
土
地
財
産
に
か
か
わ
る
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
と
と
も
に
、
そ
の
編


